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この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOCシート規格適合証明書をご
覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使
用用用ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含

まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

重重重要要要 こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンのののマママフフフラララーーーにににはははスススパパパーーーククク
アアアレレレスススタタタががが装装装着着着ささされれれててておおおりりりままませせせんんん。。。CPRC 4126ののの定定定
めめめににによよよりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地
帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、法法法令令令
ににによよよりりりスススパパパーーークククアアアレレレスススタタタののの装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいい
ままますすす。。。他他他ののの地地地域域域にににおおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可
能能能性性性がががああありりりままますすすのののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
この機械は専門業務に従事するプロのオペレータが
運転操作することを前提として製造された作業用車
両です。各種の作業に必要な人や資材を運ぶため
の車両として作られています。この車両が安全に
運ぶことのできる人間は、運転者およびその隣の
所定の座席に座る運転助手です。荷台は人を運ぶ
のに適しておりません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方
法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社のウェブサイトwww.Toro.comで、製品の安全な
取扱いや運転に関する講習資料、アクセサリ情報の
閲覧、代理店についての情報閲覧、お買い上げ製品
の登録などを行っていただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻
印した銘板の取り付け位置を示します。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。

図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 2を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要
「重要」は製品の構造などについての注意点を、注注注
はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械はSAE J2258規格に適合しています。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
重重重要要要 こここののの車車車両両両はははオオオフフフロロローーードドド用用用とととしししててて設設設計計計製製製造造造ささされれれ
たたたももものののでででああありりり、、、公公公道道道上上上ををを通通通常常常走走走行行行すすするるるたたためめめのののもももののの
ででではははああありりりままませせせんんん。。。

こここののの車車車両両両ででで公公公道道道上上上ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、各各各地地地域域域ののの法法法
令令令なななどどどににに従従従いいい、、、まままたたた、、、ヘヘヘッッッドドドララライイイドドド、、、方方方向向向指指指示示示器器器、、、
低低低速速速走走走行行行車車車両両両表表表示示示なななどどど、、、定定定めめめららられれれたたたアアアクククセセセサササリリリををを必必必
ずずず装装装備備備しししてててくくくだだださささいいい。。。

Workmanの安全防災面については十分な配慮のもと
に設計し種々のテストを経て製造されております
が、。安全な御使用のためには、機械や装置の設計
や構成だけでなく、それらの運転や整備、保管など
の取り扱いに係わる人々の知識、訓練や日常の意識
が大変重要です。不適切な使い方をしたり手入れを
怠ったりすると、人身事故につながります。

本機はオフロードでの使用を前提として製造された
作業用特殊車両であり、。通常の乗用車やトラック
とは異なる運転特性を有しておりますので、十分に
練習して運転感覚に慣れてください。

ワークマンに取り付け可能なアタッチメントのすべ
てをこのマニュアルで解説することはできません。
アタッチメントを取り付けて使用するときには、そ
の装置のオペレーターズマニュアルにも十分目を通
してください。マママニニニュュュアアアルルルははは必必必ずずずおおお読読読みみみくくくだだださささいいい。。。

事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、以以以下下下ににに示示示すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意ををを必必必
ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい:

管管管理理理者者者ののの責責責任任任
• オペレータに対して適切な訓練を行い、オペ

レーターズマニュアル、エンジンマニュアル、
および機体に貼付されているステッカーの内容
を熟知させてください。

• 特殊な場所例えば車両での乗り入れが安全でな
い斜面などのための作業手順や安全確認規則を
きちんと作成し、全員がそれを守って作業を行
うよう徹底してください。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 本機をご使用になる前に必ずこのマニュアルを

お読みになり内容をよく理解してくださいマ
ニュアルが足りない場合は、製品のモデル番号
とシリアル番号を以下までお知らせくだされ
ば、無料で差し上げますThe Toro® Company, 8111
Lyndale Avenue South, Minneapolis, Minnesota 55420

• 本機は運運運転転転手手手1名名名以外に所定の助助助手手手席席席ににに名名名の乗員
を乗せることができますこれ以外の場所には絶絶絶
対対対ににに人を乗せないでください。

• 操作方法をしっかり身につけ、緊急時にすぐに
エンジンを停止できるようになってください。

• 絶絶絶対対対にににアルコールや薬物を摂取した状態で運転
や操作をしないでください。

• 作業には頑丈な靴を着用してください。サンダ
ルやテニスシューズ、スニーカーでの作業は避
けてください。だぶついた衣類やアクセサリは
機械にからみつく危険があり、人身事故のもと
ですから着用しないでください。

• 安全メガネ、頑丈な安全靴、長ズボンおよび
ヘルメットの着用をおすすめします。地域に
よってはこれらの着用が条例などで義務付けら
れています。

• 絶絶絶対対対ににに子供に運転させないでください。大人で
あっても適切な訓練を受けていない人には絶絶絶対対対
ににに運転させないでください。訓練を受け、許可
されている人以外には運転させないでくださ
い。肉体的 精神的に十分な能力のない方には運
転させないでください。

• 作業区域には人、特に子供やペット、を近づけ
ないように注意してください。

• インタロック・システムは使用前に必ず点検し
てください。スイッチの故障を発見したら必ず
修理してから使用してください。

• ガードなどの安全装置やステッカー類は必ず所
定の場所に取り付けて使用してください。安全
カバーが破損したり、ステッカーの字が読めな
くなったりした場合には、機械を使用する前に
修理し、ステッカーは新しいものに貼り換え
てください。

• 作業前には、車体やアタッチメントの各部を必
ず点検してください。異常がある場合は使用を
中中中止止止しししてててくくくだだださささいいい。。。必ず、使用する前に修理や
調整を行って問題を解決しておいてください。

• 燃料容器は必ず規格認可されている非金属製の
ものを使用してくださいアースされていない容
器の場合、静電気による燃料蒸気への着火の危険
があります。容器に給油する時には燃料容器を
荷台から地面に下ろし車体から離して置いてく
ださい。また、ホースのノズルを容器に接触さ
せた状態で給油してください。給油前に、車両
の荷台からマシンを地面に降ろしてください。

• 屋外または換気のよい場所以外では本機を運
転しないでください。

燃燃燃料料料ののの安安安全全全ななな取取取りりり扱扱扱いいい
• 人身事故や物損事故を防止するために、ガソリ

ンの取り扱いには細心の注意を払ってくださ
い。ガソリンは極めて引火しやすく、またその
気化ガスは爆発性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタ
バコ、パイプなど、すべての火気を始末して
ください。
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• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってく
ださい。

• エンジン回転中やエンジンが熱い間に燃料タン
クのふたを開けたり給油しないでください。

• 給油はエンジンが十分に冷えてから行ってく
ださい。

• 屋内では絶対に給油しないでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど
裸火や火花を発するものがある近くでは、絶対に
機械や燃料容器を保管格納しないでください。

• トラックの荷台に敷いたカーペットやプラス
チックマットなど絶縁体の上で燃料の給油をし
ないでください。ガソリン容器は車から十分に
離し、地面に直接置いて給油してください。

• 給油は、機械をトラックやトレーラから地面に
降ろし、機体を接地させた状態で行ってくださ
い。機械を車両に搭載したままで給油を行わなけ
ればいけない場合には、大型タンクのノズルか
らでなく、小型の容器から給油してください。

• 給油は、給油ノズルを燃料タンクの口に接触さ
せた状態を維持して行ってください。ノズルを開
いたままにする器具などを使わないでください。

• もし燃料を衣服にこぼしてしまった場合には、
直ちに着替えてください。

• 絶対にタンクから燃料をあふれさせないでくだ
さい。給油後は燃料タンクキャップをしっか
りと締めてください。

運運運転転転操操操作作作
• 運転中は必ず全員が着席し、シートベルトを着

用てくださいオペレータは、可能な限り両手で
ハンドルを握り、助手席の人は必ず安全手すり
を握ってください。また、手足を車外に出さな
いようししてください。荷台やアタッチメント
の上には絶対に人を乗せないでください。助手
席の人はブレーキや急ハンドルに無警戒である
ことが多いのでオペレータからの十分な配慮
が必要です。

• 過積載は絶対にやめてください。 銘板ダッシュ
ボード中央の下側にありますで、積載限度を確
認してください。アタッチメントにも過負荷を
掛けないでください また、所定の車両総重量
GVWの範囲内で使用してください。

• エンジンを始動させるときには

– 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっている
のを確認する。

– PTO装備車ではPTOを解除、ハンドスロッ
トル装備車ではハンドスロットルをOFF位
置とする

– 油圧昇降レバーが中央位置になっているのを
必ず確認しておくこと。

– ブレーキペダルを踏み込む。

– アクセルから足を離す。

– 始動キーを START位置に回す。

• 運転には十分な注意が必要です安全への注意が
おろそかになると、転倒など思わぬ事故とな
り、けがや死亡など重大な結果を招きます。運
転は常に慎重に。転倒や暴走事故を防止するた
めに以下の点にご注意ください

– バンカーや川、減速ランプ、不案内な場所な
どでは必ず減速し、安全距離を取り、十分な
注意をはらう。

– 隠れた穴などの見えない障害に警戒を怠らな
いでください。

– 急な斜面を走行する場合には安全に特に注意
する。斜面では通常はまっすぐに上るか下る
かする。小さな旋回をする時や斜面で旋回を
行う時には必ず減速する斜面での旋回は可能
な限り避ける。

– ぬれた場所、スピードが出ている時、満載状
態などでの運転には十二分の注意を払う。
満載状態では停止時間が長くなることを忘
れずに。

– 荷台に積み込む時は、荷重が均等になるよう
に分散させること。荷物が荷台からはみ出る
場合には特に注意が必要。また、重心が偏っ
ていて荷台の中心に重心がこない物を運ぶ場
合には特に注意が必要。なるべくバランス良
く積み、ずれないように配慮する。

– 急停止や急発進をしないこと。後退から前
進、あるいは前進から後退への切り替えは、
完全に停止する。

– 急旋回など突然の操作は、その後の運転制
御が不安定になりやすく事故のもとである
から行わない。

– 交差点や曲がり角などの危険箇所で他の車両
の追い抜きをしない。

– ダンプするときは後方に人がいないのを必ず
確認する。人の足元にダンプしないこと。
テールゲートのラッチを外す時は車の後ろで
なく横に立って行う。

– 無用の人間を近づけない。バックするときに
は、後方の安全に注意し、車両の後部に人
がいないことを十分に確認する。後退時は
速度を落とす。

– 道路付近で作業するときや道路を横断すると
きは周囲の交通に注意する。歩行者や他の車
両に対し、常に道を譲る心掛けをもつ。右左
折などの進路表示は常に早めに行い、他車
の注意を喚起すること。その他交通ルール
を守って運転する。

– 爆発性のチリやガスが空気中に含まれている
所では絶対にこの車を運転しない。爆発性の
物質が空気中に存在する所では本機の電気系
統や排気系統からの火花が爆発を引き起こす
可能性がある。
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– 頭上の危険物に注意し、低く垂れ下がった木
の枝、門、歩道橋などの下を通り抜けるとき
は安全を必ず確認してください。

– 安全に確信が持てない時は車車車両両両ののの運運運転転転ををを中中中止止止
し、責任者に報告する。

• 運転席を離れる前に

– マシンの動作を完全に停止させる。

– 荷台を降下させる。

– エンジンを停止し、すべての動作の停止を確
認する。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– キーを抜き取る。

• エンジンの回転中や停止直後は、エンジン本
体、トランスミッション、ラジエター、マフ
ラー、排気管などに触れると火傷の危険があり
ますから手を触れないでください。

• 万一、車体が異常な振動をした場合は、直ちに
車両を停止させ、エンジンを止め、機械の全動
作が停止するのを待ち、それから点検にかかっ
てください。破損部は必ず修理交換してから作
業を再開してください

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

保保保守守守
• 整備・調整作業の前には平らな場所を選び、作

業中に誤ってエンジンが掛かることのないよう、
必ずエンジンを停止し駐車ブレーキを掛け、始
動スイッチからキーを抜いておいてください

• 荷台を上昇させた状態で整備などをする場合に
は、必ず昇降用油圧シリンダを一杯に伸ばした
状態とし、安全サポートで固定してください。

• 油圧を掛ける前に、油圧ラインやホース、フィッ
ティングに傷や変形がないか、接続部が確実に
締まっているかを確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油
が高圧で噴出していますから、手などを近づけ
ないでください。リークの点検には絶絶絶対対対ににに手手手ををを
直直直接接接差差差ししし入入入れれれたたたりりりしししななないいいでください。新聞紙や
ボール紙を使ってください。高圧で噴出する作
動油は皮膚を貫通し、身体に重大な損傷を引き
起こします。万一、油圧オイルが体内に入った
場合には、この種の労働災害に経験のある施設
で数時間以内に外科手術を受けないと壊疽を
起こします。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジン
を停止し、油圧昇降バルブの上昇・下降操作を
何度か繰り返す、荷台やアタッチメントの上
昇・下降を何度か繰り返すなどしてシステム内
部の圧力を完全に解放してください。リモート
油圧装置が装備されている場合には、レバーを

平らに寝た状態にセットしてください。荷台を
上げた時には、必ず安全サポートで荷台を支え
てください。

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつけ、常
に機械全体の安全を心掛けてください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分なグ
リス、草や木の葉、ほこりなどが溜まらない
ようご注意ください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければ
ならない時は、手足や頭や衣服を可動部に近づ
けないように十分ご注意ください。また、無用
の人間を近づけないようにしてください

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を上げ
ないでください本機の最高回転数は 3650 RPMで
す。Toro正規代理店でタコメータによるエンジ
ン回転数検査を受け、安全性と精度を確認し
ておきましょう。

• 大がかりな修理が必要になった時や補助が必要
な時は、Toro正規代理店にご相談ください。

• いつも最高の性能を維持するために、必ずトロ
の純正部品をご使用ください。他社の部品やア
クセサリを使用すると危険な場合があります。
この車両の改造を行うと、機械の挙動や性能、
耐久性などが変化し、そのために事故が起きる
可能性があります。このような使い方をすると
Toro®の製品保証が適用されなくなります。

• Toro®社の了承なく本機を改造しないでくださ
い。お問い合わせはすべてこちらへThe Toro®
Company, Commercial Division, Vehicle Engineering
Dept., 8111 Lyndale Ave. So., Bloomington, Minnesota
55420–1196 USA.

ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーののの使使使用用用ととと保保保
守守守整整整備備備
• ROPS横転保護バーは効果の高い重要な安全装置

です。ROPSを装備した機械を運転するときは、
必ずシートベルトを着用してください。

• 緊急時にはシートベルトを迅速に外せるよう、
練習しておいてください。

• 頭上の安全木の枝、門、電線などに注意し、
これらに機械や頭をぶつけないように注意し
てください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具
がゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行
い、万一の際に確実に役立つようにしておい
てください。

• ROPSが破損した場合には修理せず、必ず新品
に交換してください。

• ROPSを外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• メーカーの許可なくROPSを改造することを禁
じます。
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搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと

きには安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使
用してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケー
ブル、ロープなどで機体を確実に固定してくだ
さい。機体の前後に取り付けた固定ロープは、
どちらも、機体を外側に引っ張るように配置し
てください。.

音音音圧圧圧
この機械は、オペレータの耳の位置における音圧レ
ベルが 79 dBAであることが確認されています ただ
しこの数値には不確定値K1 dBAが含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 11201に定める手順に
則って実施されています。

振振振動動動

腕腕腕おおおよよよびびび手手手

• 右手の振動レベルの実測値 = 0.3m/s2

• 左手の振動レベルの実測値 = 0.4m/s2

• 不確定値K = 0.2m/s2

実測は、EC ISO 20643に定める手順に則って実施さ
れています。

全全全身身身

• 振動レベルの実測値 = 0.18m/s2

• 不確定値K = 0.09m/s2

実測は、EC規則 1032に定める手順に則って実施さ
れています。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなくなったも
のは必ず新しいものに貼り替えてください。

106-6755

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告 高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険 オペレーター
ズマニュアル を読むこと。

4. 警告 オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

115-2047

1. 警告 高温部に触れないこと。

93-9879

1. 負荷が掛かっている危険 オペレーターズマニュアル を読
むこと

115-7740

1. 警告 トレーラの最大重量は 680 kg トングの最大重量は
90 kg。

2. 警告 牽引重量が 680 kg以上の場合はトレーラ用ブレーキが
必要 トレーラの最大重量は 1591 kg、トレーラ用ブレーキ付
きの場合のトングの最大重量は 273 kg。
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115-7756

1. ハイフロー油圧: ON

115-7723

1. 警告 油圧オイルの圧力は 124 bar124 kg/cm2=1800 PSI。

2. カップラ A
3. カップラ B

93
-9

89
9

93-9899

1. 落下の危険 シリンダロックを装着すること。

93-9850

1. 修理や改造をしないことオペレーターズマニュアル を読む
こと。

106-7767

1. 警告オペレーターズマニュアル を読むこと 転倒注意 シートベ
ルトを着用すること 転倒方向と反対側に身体をそらすこと。
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105-4215

1. 警告 挟まれないように注意

106-2353

1. 電気ソケット

115-7739

1. 周囲の人が転落や衝突する危険 人を乗せないこと。

93–9868

1. 手を潰される危険オペレーターズマニュアル を読むこと。

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります.

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと 爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当て
を受けること

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止

105–7977

1. タンク 2. 加圧側
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115-2282

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 警告 可動部に近づかないこと 全部のガード類を正しく取り付けて運転すること。

3. 周囲の人間に打撲や手足の負傷の危険 周囲に人を近づけないこと 荷台に人を乗せないこと 乗車中は手足を車両外に出さないこ
と シートベルトを着用し、手すりを握ること。

93-9852

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。 2. 落下の危険 シリンダロックを装着すること。

127–8626

1. PTO 15 A 5. デファレンシャルロック15 A
2. エンジン始動 10 A 6. 速度計10 A
3. ハザード 10A 7. ヘッドライトと後部ライト15A
4. エンジン作動 10 A 8. ホーン 30 A

127–8760

1. 駐車 4. ローギア

2. 後退 5. 走行

3. ニュートラル
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115-7746

1. 警告講習を受けてから運転すること。 3. 火災の危険 燃料補給前にエンジンを止めること。

2. 警告 車両を離れるときは駐車ブレーキをロックし、エンジン
を停止し、キーを抜くこと。

4. 転倒の危険 斜面では速度を落とし、旋回はゆっくり行い、慎重
に低速で走行すること 最高速度 32 km/h を超えないように走行
すること 大量の荷物や重い荷物を積んでいる時、そして凹凸
の激しい場所では低速で走行すること。

127-8620

1. ヘッドライト 4. 警笛 7. エンジン ― 始動

2. デファレンシャルロックロック 5. エンジン ― 停止 8. ブレーキ

3. デファレンシャルロックロック解除 6. エンジン 作動
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121-9890

1. 駐車ブレーキ 4. シリンダ縮む 7. 高速

2. 解除油圧システム 5. シリンダ伸びる 8. 低速

3. ロック油圧システム 6. 移動走行
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ハンドル 1
カバー 11
ワッシャ5/8 インチ 1

ハンドルを取り付ける

ROPSフレーム 12 フランジヘッドボルト1/2 x 1-1/4 インチ 6 ROPS横転保護バーを取り付けます。

3 必要なパーツはありません。 – バッテリーを接続します。

4 必要なパーツはありません。 – CVT インテークダクトを接続します。

5 必要なパーツはありません。 – エンジンオイル、トランスアクスル/油圧オ
イル、ブレーキオイルの量を点検する。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 ご使用前にお読みください。

パーツマニュアル 1 パーツ番号を調べるための資料です。.

オペレータのためのトレーニング資料 1 ご使用前にご覧ください。

CVTキット、121-9853 1 CVT インテークダクトを接続するTCモデルとHモデル

CVTアダプタ、127-8750 1 CVT インテークダクトを接続するTCモデルとHモデル

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるるTCモモモデデデルルルととと
Hモモモデデデルルル

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

1 カバー

1 ワッシャ5/8 インチ

手手手順順順
1. ハンドルのハブにカバーがついている場合に

は、これを取り外す図 3。
2. ハンドルのシャフトからジャムナットを外す

図 3。

3. ハンドルシャフトに、ハンドルとワッシャを
順に取り付ける図 3。

4. ナットでハンドルを固定し、27-34 N·m2.8-3.5
kg.m=20-25 ft-lbにトルク締めする。

5. ハンドルにキャップを取り付ける図 3。
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図図図 3

1. カバー 4. ハンドル

2. ナット 5. ハンドルシャフト

3. ワッシャ5/8 インチ

2
PTOををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ROPSフレーム

6 フランジヘッドボルト1/2 x 1-1/4 インチ

手手手順順順

1. フランジヘッドボルト1/2 x 1-1/4インチ6本の
ねじ山にロッキングコンパウンド中程度整備
時に外せるレベルを塗りつける。

2. 図 4のように、ROPSの各サイドを車両フレー
ム各側面の取付け穴に合わせる。

図図図 4

1. ROPS側の取り付けブラ
ケット

2. フランジヘッドボルト

3. ROPSの左右それぞれを車体のフレームに固定
するフランジヘッドボルト1/2 x 1-1/4インチ3
本を使用する。

4. フランジヘッドボルトを 115 N·m11.8 kg.m=85
ft-lbにトルク締めする。

3
バババッッッテテテリリリーーーををを接接接続続続すすするるるTCモモモデデデルルルととと
Hモモモデデデルルル

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるる
とととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス赤赤赤ケケケーーー
ブブブルルルををを外外外すすす。。。

• 接接接続続続すすするるる時時時ははは必必必ずずず赤赤赤いいいプププラララススス+ケケケーーーブブブルルルかかか
ららら 先先先ににに取取取りりり付付付けけけるるる。。。

1. バッテリーカバーを握り込んで、タブをバッ
テリーベースから外す図 5。
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図図図 5

1. バッテリーカバー

2. バッテリーベースからバッテリーを取り外す
図 5。

3. 赤いプラスケーブルをバッテリーのプラス端子
に取り付けてボルトとナットで固定する図 6。

図図図 6

1. 絶縁カバープラスケーブル 3. マイナス-ケーブル

2. マイナス端子

4. プラス端子に絶縁ゴムカバーを取り付ける。

注注注 絶縁ゴムカバーは、ショートを防止するた
めのものです。

5. 黒いマイナスケーブルをバッテリーのマイナス
端子に取り付けてボルトとナットで固定する。

6. バッテリーベースにバッテリーカバーを合わ
せる図 5。

7. バッテリーカバーを握り込んで、タブをバッテ
リーベースに合わせ、力をゆるめるとカバー
がセットされる図 5。

4
CVT イイインンンテテテーーークククダダダクククトトトををを接接接続続続すすするるる
TCモモモデデデルルルとととHモモモデデデルルル

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを始始始動動動すすするるる前前前ににに、、、CVTダダダクククトトトにににつつついいい
ててていいいるるるビビビニニニルルルカカカバババーーーををを取取取りりり除除除いいいてててくくくだだださささいいい。。。

CVTキット 121-9853とアダプタキット 127-8750が
必要です。

1. CVTインテークホースの端部についているビ
ニル袋を止めているホースクランプをゆるめ
て袋を外す。

注注注 外した袋は廃棄する。

2. 以下の手順で荷台を上げる

A. 駐車ブレーキを掛ける 駐車ブレーキ (ペー
ジ 17)を参照。

B. エンジンを始動する エンジンの始動手順
(ページ 27)を参照。.

C. レバーを後ろに引いて荷台を上昇させ
る 油圧昇降レバー (ページ 17)を参照。

D. エンジンを停止する エンジンの停止手順
(ページ 28)を参照。

E. ROPSパネルの裏にある荷台サポート収納
ブラケットからサポートを外して荷台昇
降シリンダのロッドに取り付ける 安全サ
ポートの使い方 (ページ 38)を参照。

3. CVTインテークホースを、ROPSパネルの裏に
あるインテークチューブのコネクタに接続し
てホースクランプで固定する (図 7)。

15
 



図図図 7

1. CVTインテークホース 3. インテークチューブのコネ
クタ

2. ホースクランプ

4. 荷台サポートを外し、荷台を降下させ、エンジ
ンを停止し、イグニッションキーを抜き取る。

5
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. エンジンを初めて作動させる前と後に、エン
ジンオイルの量を点検する エンジンオイルの
量を点検する (ページ 22)を参照。

2. エンジンを初めて作動させる前に、トランス
ミッションオイルの量を点検するトランスミッ
ションオイルの量の点検 (ページ 48)を参照。

3. エンジンを初めて作動させる前に、冷却液の
量を点検する (ページ )を参照。

4. エンジンを初めて作動させる前に、ブレーキ
オイルの量を点検する ブレーキオイルを点検
する (ページ 24)を参照。

製製製品品品ののの概概概要要要
各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

アアアクククセセセルルルペペペダダダルルル

アクセルペダル図 8はエンジンの回転数を変化させ
るペダルで、トランスミッションにギアの入った
状態でアクセルを操作すると走行速度を変えるこ
とができます。ペダルを踏み込むとエンジン速度
が上がって走行速度が上がります。ペダルから足
をはなすとエンジンの回転速度が下がって走行速
度が下がります。

図図図 8

1. ブレーキ・ペダル 2. アクセルペダル

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル

ブレーキペダル図 8は、走行速度を下げたり車両を
停止させるのに使用します。

注注注意意意
ブブブレレレーーーキキキががが磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり調調調整整整ががが正正正しししくくくなななかかかっっったたたりりり
すすするるるととと人人人身身身事事事故故故ののの原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。ブブブレレレーーーキキキ
ペペペダダダルルルををを一一一杯杯杯ににに踏踏踏みみみ込込込んんんだだだ時時時にににペペペダダダルルルととと運運運転転転
台台台ののの床床床とととののの距距距離離離ががが 3.8 cm以以以下下下とととなななるるるよよようううなななららら
調調調整整整まままたたたははは修修修理理理ががが必必必要要要ででですすす。。。

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンレレレバババーーー

トランスミッションレバー図 9は、P駐車、R後退、
Nニュートラル、L低速前進、およびD通常運転を
切り替えるレバーです。

重重重要要要 ギギギアアアののの切切切りりり替替替えええ低低低速速速、、、前前前進進進、、、後後後退退退ははは、、、車車車両両両ををを
完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせ、、、エエエンンンジジジンンンをををアアアイイイドドドリリリンンングググさささせせせたたた状状状
態態態ででで行行行なななっっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを守守守らららななないいいとととトトトララランンンススス
ミミミッッッシシショョョンンンををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。
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図図図 9

1. トランスミッションレバー 4. Nニュートラル

2. P駐車 5. L低速前進

3. R後退 6. D通常運転

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

エンジンを停止させる時には、車体が不意に動き
出さないよう、必ず駐車ブレーキ図 10を掛けてく
ださい。

• 駐車ブレーキレバーを後ろに引くとブレーキが
かかります。

• レバーを前に倒すと駐車ブレーキが解除されま
す。

注注注 車両を動かす前に駐車ブレーキを解除して
ください。

• 急な斜面上り坂、下り坂で駐車する場合には、
トランスミッションを P (駐車)にセットして、
駐車ブレーキをしっかり掛けてください。谷側
のタイヤに輪止めを掛けてください。

図図図 10

1. 駐車ブレーキレバー

油油油圧圧圧昇昇昇降降降レレレバババーーー

荷台の昇降を行ないます。後ろに引くと荷台が上昇
し、前に倒すと降下します図 11。

重重重要要要荷荷荷台台台ををを降降降下下下さささせせせるるる時時時ははは、、、降降降下下下ししし終終終わわわっっってててかかからららさささ
らららににに 12秒秒秒間間間、、、レレレバババーーーををを前前前ににに倒倒倒しししたたたままままままででで保保保持持持ししし、、、
荷荷荷台台台ががが完完完全全全にににフフフレレレーーームムム位位位置置置まままででで降降降りりりるるるよよようううにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。たたただだだししし、、、油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダがががそそそののの行行行程程程ののの端端端ままま
ででで到到到達達達しししたたたららら、、、そそそこここかかかららら 5秒秒秒間間間以以以上上上はははレレレバババーーーををを保保保
持持持しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

図図図 11

1. 荷台を降下させる 4. ロック解除

2. 荷台を上昇させる 5. 油圧昇降ロック

3. ロック 6. 油圧昇降レバー

油油油圧圧圧昇昇昇降降降ロロロッッッククク

車両に荷台を取り付けていない場合には、油圧シリ
ンダが動かないように昇降レバー図 11をロックし
ておきます。また、アタッチメントを取り付けて
使用している場合には、レバーを ON位置にロッ
クすることができます。

速速速度度度レレレンンンジジジ切切切りりり替替替えええレレレバババーーー

速度レンジ切り替えレバー図 12を使って、4種類の速
度レンジから作業に最もふさわしい速度レンジを選
択することができます。運搬用、人員移動用など、
積荷の重さや必要な最高速度に応じて選びます。
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図図図 12

1. 速度レンジ切り替えレバー 4. C中高レンジ

2. T移動走行レンジ 5. B中低レンジ

3. D高速レンジ 6. A低速レンジ

ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドド上上上のののスススイイイッッッチチチ

図図図 13

1. ハイフロー油圧スイッチTC
モデルのみ

6. OFF

2. ライトスイッチ 7. ON
3. デファレンシャルスイッチ 8. 始動

4. ホーンボタンTC モデルの
み

9. 電源ソケット

5. 始動スイッチ

ハハハイイイフフフロロローーー油油油圧圧圧スススイイイッッッチチチTC モモモデデデルルルのののみみみ

下へ押すとハイフロー油圧が作動を開始し、上に押
すと停止します図 13。

注注注 ハイフロー油圧スイッチをOFFにしないとエン
ジンを始動できません。

ララライイイトトトスススイイイッッッチチチ

下へ押すとヘッドライトが点灯し、上に押すと消灯
します図 13。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククスススイイイッッッチチチ

このスイッチは後部車軸の作動ギアをロックして走
行力を増強する働きがあります。デファレンシャル
スイッチ図 13を押すとこの機能のON・OFFを切り
替えることができます。

注注注 このスイッチは車両が走行中でも操作すること
ができます。

ホホホーーーンンンボボボタタタンンンTC モモモデデデルルルのののみみみ

押すと警笛がなります図 13。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチ図 13はエンジンの始動と停止を行う
スイッチです。3つの位置があります OFF, Run, Start
です。キーを右に回して START位置にすると、ス
タータモータが作動します。エンジンが始動した
ら、キーから手を離してください。キーは自動的
に ON位置まで戻ります。キーを OFF位置に回せ
ばエンジンは停止します

電電電源源源ソソソケケケッッットトト

電源ソケット図 13から電動アクセサリ用に12 Vの電
源をとることができます。

計計計器器器類類類

図図図 14

1. タコメータ 5. 充電表示ランプ

2. アワー・メータ 6. エンジン点検ランプ

3. 速度計 7. エンジンオイル圧警告灯

4. 燃料計 8. 冷却水温度表示計

タタタコココメメメーーータタタ

タコメータは、エンジンの回転数を表示します図
14。
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注注注 白い三角マークはPTOを使用する際の適正回転数
540 rpmです。

図図図 15

1. エンジン速度RPM 2. PTO速度 540 RPMに必要
な回転数は 3300 RPM

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

アワーメータは、左側コントロールパネルにあって
本機の稼働時間を積算表示します。アワーメータ図
14は始動スイッチをON位置にすると始動し、エン
ジンが回転している間作動を続けます。

速速速度度度計計計

速度計は車両の走行速度を表示します図 14。速度計
の表示単位はMPHマイル毎時ですが、簡単にKPH
km毎時に切り替えることができます。 速度表示単
位の切替え (ページ 56)を参照してください。

エエエンンンジジジンンン点点点検検検ララランンンプププ

エンジン点検ランプ図 14は、エンジンに不具合が発
生していることを示します。

弊社の正規代理店に連絡する。

オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

エンジンの回転中にエンジンオイルの圧力が危険域
まで下がるとオイル圧警告灯図 14が点灯します。

重重重要要要 こここのののララランンンプププががが点点点滅滅滅まままたたたははは点点点灯灯灯しししたたたららら、、、停停停車車車ししし
てててエエエンンンジジジンンンををを止止止めめめ、、、オオオイイイルルル量量量ををを点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。
オオオイイイルルル量量量ががが不不不足足足しししててていいいててて、、、オオオイイイルルルををを補補補給給給しししたたたのののににに、、、
エエエンンンジジジンンンををを始始始動動動しししてててももも警警警告告告ララランンンプププががが消消消灯灯灯しししななないいい場場場合合合
にににははは、、、すすすぐぐぐにににエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止しししてててトトトロロロののの正正正規規規代代代理理理
店店店にににごごご連連連絡絡絡くくくだだださささいいい。。。

冷冷冷却却却水水水温温温度度度表表表示示示計計計とととイイインンンジジジケケケーーータタタ・・・ララランンンプププ

冷却液温度計はエンジンの冷却液の温度を表示しま
す。ランプは始動スイッチがON位置の時にのみ作

動します図 14。エンジンがオーバーヒートしたとき
には冷却液ランプが赤く点灯し、点滅します。

燃燃燃料料料計計計

燃料計は、燃料タンクに残っている燃料の量を表
示します。表示は、始動スイッチがON位置の時
にのみ行われます図 14。燃料計にある赤いゾーン
は、燃料残量が少なくなっている時のゾーンです。
このゾーンではランプが赤く点滅して燃料切れが
近いことを警告します。

助助助手手手席席席用用用手手手すすすりりり

助手席用の手すりがダッシュボードについていま
す図 16。

図図図 16

1. 助手席用手すり 2. 物入れ

座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

座席調整レバーを使って、オペレータの体格と好み
にあった座席位置に調整することができます図 17。

図図図 17

1. 座席調整レバー
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仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があ
ります。

寸寸寸法法法

全幅 160 cm

全長
荷台なし 326 cm、フルサイズ荷台付
き 331 cm、2/3 サイズ荷台を後方に
取り付けた場合346 cm

基本重量乾燥重量
モデル 07390ー866 kgモデル
07390Hー866 kgモデル 07390TCー
887 kg

定格積載重量運転手
の体重 91 kg、助手
席乗員の体重 91kg、
搭載されているアタッ

チメントを含む

モデル 07390ー1498 kgモデル
07390TCー1477 kgモデル 07390Hー
1498 kg

最大車両総重量 2,363 kg

牽引能力 トング重量 272 kg、トレーラ最大重
量 1,587 kg

地上高 18 cm何も積載していない場合

ホイールベース 118 cm

ホイールトレッドセン
ターライン間

前輪 117 cm、後輪121 cm

高さ 191 cmROPS最上部まで

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリ
がそろっており、マシンの機能をさらに広げること
ができます。詳細は弊社の正規サービスディーラ、
または代理店へお問い合わせください弊社のウェブ
サイト www.Toro.comでもすべての認定アタッチメン
トとアクセサリをご覧になることができます。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意
荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業中中中ににに荷荷荷台台台ががが急急急ににに落落落下下下すすするるるととと、、、
最最最悪悪悪ののの場場場合合合死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業ををを行行行ううう場場場合合合にににははは、、、荷荷荷台台台上上上ののの搭搭搭載載載
物物物をををすすすべべべててて取取取りりり除除除ききき、、、昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダををを一一一杯杯杯ににに伸伸伸
ばばばしししててて安安安全全全サササポポポーーートトトででで固固固定定定しししててておおおくくくこここととと。。。

荷荷荷台台台ののの操操操作作作

荷荷荷台台台ををを上上上げげげるるる

警警警告告告
荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせたたたままままままででで走走走行行行すすするるるととと転転転倒倒倒ののの危危危険険険
ががが増増増大大大すすするるる。。。まままたたた、、、荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせたたたままままままででで走走走
行行行すすするるるととと荷荷荷台台台ががが破破破壊壊壊ささされれれるるる危危危険険険もももあああるるる。。。

• 運運運転転転すすするるる時時時ははは必必必ずずず荷荷荷台台台ををを下下下げげげててておおおくくくこここととと。。。

• ダダダンンンプププ操操操作作作をををしししたたた後後後ははは必必必ずずず荷荷荷台台台ををを下下下げげげるるる習習習
慣慣慣をををつつつけけけるるるこここととと。。。

注注注意意意
荷荷荷台台台ののの後後後部部部ににに積積積荷荷荷ががが集集集中中中しししててていいいるるるととと、、、ラララッッッチチチををを
開開開けけけたたた際際際にににテテテーーールルルゲゲゲーーートトトががが急急急ににに開開開いいいててて周周周囲囲囲ののの人人人
間間間ががが怪怪怪我我我をををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 積積積荷荷荷はははでででききき限限限りりり荷荷荷台台台ののの中中中央央央ににに載載載せせせるるる。。。

• テテテーーールルルゲゲゲーーートトトををを開開開放放放すすするるる際際際にににははは、、、荷荷荷台台台ににに寄寄寄
りりりかかかかかかっっっててていいいるるる人人人ややや荷荷荷台台台のののすすすぐぐぐ後後後ろろろににに立立立っっっ
ててていいいるるる人人人がががいいいななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

• 整整整備備備のののたたためめめににに荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせるるる際際際にににははは、、、積積積
荷荷荷をををすすすべべべててて降降降ろろろしししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 駐車ブレーキを掛ける 駐車ブレーキ (ページ
17)を参照。

2. エンジンを始動する エンジンの始動手順 (ペー
ジ 27)を参照。.

3. レバーを後ろに引くと荷台を希望する位置ま
で上昇させることができます図 18。

注注注 荷台を上昇させた状態で整備作業を行う際
には、必ず安全サポートで荷台を支えてくださ
い 安全サポートの使い方 (ページ 38)を参照。.
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図図図 18

1. 荷台用レバー

荷荷荷台台台ををを下下下げげげるるる

警警警告告告
荷荷荷台台台ははは相相相当当当ののの重重重さささににになななるるる。。。万万万一一一手手手なななどどどををを挟挟挟ままま
れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。

荷荷荷台台台ををを降降降ろろろすすすととときききにににははは、、、荷荷荷台台台ににに手手手やややそそそののの他他他ののの部部部
分分分ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

1. 駐車 ブレーキが掛かっていることを確認す
る 駐車ブレーキ (ページ 17)を参照。

2. 荷台サポートが付いている場合にはこれを外
す;安全サポートの使い方 (ページ 38)を参照。

3. エンジンを始動する エンジンの始動手順 (ペー
ジ 27)を参照。

4. レバーを前へ押すと荷台が下降します図 18。

テテテーーールルルゲゲゲーーートトトののの開開開けけけ方方方

1. 荷台が完全に降りていてラッチが掛かってい
ることを確認する。

2. 荷台の左右にあるラッチ図 19を解放してテー
ルゲートを下げる。

図図図 19

1. ラッチハンドル 3. ラッチピン

2. ラッチゲート

液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

オオオイイイルルル類類類ののの点点点検検検ののの準準準備備備

1. 平らな場所に駐車する。

2. トランスミッションを駐車Pにセットし、エン
ジンを停止させ、駐車ブレーキを掛けてキー
を抜き取る。

3. オイル類の点検は、車両各部が十分に冷える
のを待っておこなう。

4. 以下の点を点検する

注注注 エンジンオイル、油圧オイル、冷却液の量
の点検には、荷台を上下させることが必要に
なります 荷台の操作 (ページ 20)を参照。

• エンジンオイルの量を点検する (ページ 22)

• 油圧オイルを点検する (ページ 23)

• (ページ )

• ブレーキオイルを点検する (ページ 24)
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エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—エンジンオイ
ルの量を点検する。 初めての運転
の前に必ず油量を確認し、その後
は毎日点検してください。

オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ API規格 SJまたはそれ以上の高品
質 10W-30オイル。

外気温度によるオイル粘度の選択については、図
20にある表を参照してください。

G016095

図図図 20

注注注 エンジンにはおよそ2リットルフィルタ共のオイ
ルを入れて出荷しています。

注注注エンジンオイルの点検は、毎日始動前のエンジン
の冷えている時に行うのがベストです。エンジン
部がすでに高温になっている場合には、エンジン
停止後、少なくとも10分間待ってからオイル量の
点検を行ってください。

1. ディップスティック図 21を抜きウェスで一度
きれいに拭く。

図図図 21

1. ディップスティック・チューブ 3. 補給口キャップ

2. 補給管 4. ディップスティック

2. ディップスティックを、首の根元までもう一
度しっかりと差し込む。

3. ディップスティックをもう一度抜きとってオ
イルの量を点検する図 21。

4. オイルの量が不足している場合は、補給口の
キャップ図 21を取り、ディップスティックの
FULLマークまで補給する。

注注注 補給は通気を確保するためにディップス
ティックを抜いて行い、時々ディップスティッ
クで確認しながら、少量ずつオイルを入れる
ようにする。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくく
だだださささいいい。。。

図図図 22

1. 補給口と補給用のオイル容器との間にすきまを作ってく
ださい。

重重重要要要Wエエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルををを補補補給給給すすするるる時時時にににははは、、、
補補補給給給口口口とととジジジョョョウウウゴゴゴなななどどどののの間間間ににに図図図 22ににに示示示すすすよよよ
うううなななすすすききき間間間ががが必必必要要要ででですすす。。。オオオイイイルルルををを補補補給給給すすするるるととと
きききににに空空空気気気ををを逃逃逃がががすすすたたためめめにににこここのののすすすききき間間間ががが必必必要要要ととと
なななりりりままますすす。。。

5. 補給口にキャップを取り付ける図 21。

6. ディップスティックチューブにディップス
ティックをしっかり取り付ける図 21。
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油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 初めての運転
の前に必ず油量を確認し、その後
は毎日点検。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Mobil M15

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの容容容量量量 非TCモデル7.5リットル

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの容容容量量量ハイフロー油圧キットオプショ
ンを搭載している非TCモデル、またはTCモデ
ル 15.1リットル

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体
ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーースススににに
傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててて
いいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作
動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手
なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを
確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちち
ににに専専専門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

1. 油圧オイルタンクの注油口周辺とキャップを
きれいに拭きく図 23と図 24。

図図図 23
油圧オイルのレベル非TC モデル

1. キャップ 2. ディップスティッ
ク

3. 補給管

図図図 24
油圧オイルのレベルハイフロー油圧キットオプションを搭載し

ている非TC モデル、またはTC モデル

1. キャップ 2. ディップスティッ
ク

3. 補給管
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2. 補給管からキャップとディップスティックを
外し、ディップスティックをウエスできれい
に拭く図 23と 図 24。

3. もう一度首に差し込んで引き抜き、オイルの
量を点検する図 23と図 24。

• 非非非TCモモモデデデルルル ディップスティックに表示さ
れている範囲のうち、低い方の範囲内にあ
ればよい。

• 非非非TCモモモデデデルルルハハハイイイフフフロロローーー油油油圧圧圧キキキッッットトトををを搭搭搭載載載
しししててていいいるるるももものののまままたたたはははTCモモモデデデルルル ディップス
ティックに表示されている範囲のうち、高
い方の範囲内にあればよい。

4. オイルレベルが規定よりも低い場合には、所
定のオイルを補給する。ディップスティック
に示されている規定範囲の中間部分までオイ
ルを入れるようにする図 23と 図 24。

5. タンクの補給口にディップスティックとキャッ
プを取り付ける図 23と図 24。

冷冷冷却却却液液液ののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 冷却液補助タ
ンクで、液量を点検する。ラジエ
ターのキャップを開けないこと。
初めての運転の前に必ず冷却液の
量を確認し、その後は毎日点検し
てください。

冷冷冷却却却液液液のののタタタイイイプププ水とエチレングリコール不凍液の
50/50 混合液

1. 平らな場所に駐車する。

注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププ
ををを開開開けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出ししし
てててやややけけけどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ラララジジジエエエタタターーーキキキャャャッッップププははは開開開けけけななないいいこここととと。。。

• ラララジジジエエエタタターーーががが十十十分分分ににに冷冷冷えええるるるまままででで15分分分ぐぐぐ
らららいいい待待待っっってててかかからららキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるよよよううう
にににすすするるるこここととと。。。

• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを
使使使いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががららら
ゆゆゆっっっくくくりりりととと開開開けけけるるるこここととと。。。

• ラララジジジエエエタタターーーののの液液液量量量ははは、、、ラララジジジエエエタタターーー本本本体体体
でででなななくくく必必必ずずず冷冷冷却却却液液液タタタンンンクククででで点点点検検検すすするるるこここ
ととと。。。

2. 冷却液タンクで、液量を点検する図 25。

注注注 補給口の首の根元まであれば適正である

1
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図図図 25

1. 冷却液タンク

3. 液量が不足している場合には、補助タンクの
ふたをとり、水とエチレングリコール不凍液
の50/50混合液を補給する。

注注注 入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

4. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

ブブブレレレーーーキキキオオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—ブレーキオイ
ルの量を点検する。 初めての運転
の前に必ず量を確認し、その後は
毎日点検してください。

1000運転時間ごと/2年ごと いずれか早く到達
した方—ブレーキオイルを交換する。

ブブブレレレーーーキキキオオオイイイルルルのののタタタイイイプププ DOT 3ブレーキ作動液

注注注 ブレーキオイルタンクに DOT 3ブレーキオイル
を入れて出荷しています。

ブレーキオイルタンクはフードの下とダッシュボー
ドの下にあります。

1. 平らな場所に駐車する。

2. フードを外す フードを外す (ページ 40)を参
照。.

3. ブレーキオイルタンク内の液量を点検する図
26と 図 27。

注注注 タンクの FULLマークまでオイルが入って
いるのを確認する。
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図図図 26

1. ブレーキオイルのタンク

図図図 27

1. ブレーキオイルのタンク

4. 量が不足している場合には、以下の作業を行う

A. タンクのキャップの周囲をきれいに拭く
図 27。

B. タンクからキャップを外す図 27。

C. タンクの FULLマークまで液を追加する
図 27。

注注注 ブブブレレレーーーキキキ液液液ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意
しししてててくくくだだださささいいい。。。

D. キャップを取り付ける図 27。

5. フードを取り付ける フードを外す (ページ 40)
を参照。

オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注 エンジンを停止させた直後は、1-2分間待たない
とランプが点灯しない場合があります。

1. 駐車ブレーキを掛ける。

2. 始動キーを ONに回す エンジンは掛けない。

注注注 オイル圧警告灯が赤く点灯する。

注注注 点灯しない場合には、電球が切れているか
監視回路に異常が発生しているので、必ず原
因を突き止めて修理を行なう。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量25リットル

• 機械の性能を最も良く発揮させるために、オク
タン価87以上の、きれいで新しい購入後30日以
内無鉛ガソリンを使ってくださいオクタン価評
価法は(R+M)/2を採用。

• エエエタタタノノノーーールルルエタノールを添加10%までしたガソ
リン、MTBEメチル第3ブチルエーテル添加ガソ
リン15%までを使用することが可能です。エタ
ノールとMTBEとは別々の物質です。エタノール
添加ガソリン15%添加=E15は使用できません。
エタノール含有率が 10%を超えるガソリンたと
えば E15含有率 15%、E20含有率 20%、E85含有
率 85%は絶対に使用してはなりません。これら
の燃料を使用した場合には性能が十分に発揮さ
れず、エンジンに損傷が発生する恐れがあり、
仮にそのようなトラブルが発生しても製品保証
の対象とはなりません。

• メタノールを含有するガソリンは使使使用用用ででできききままませせせ
んんん。

• 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬冬冬越越越しししさささせせせ
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。冬越しさせる場合には必ずス
タビライザ品質安定剤を添加してください。

• ガソリンにオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。
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危危危険険険
ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンクククのののキキキャャャッッップププををを外外外すすす前前前ににに、、、必必必ずずず平平平
らららななな場場場所所所ににに駐駐駐車車車しししててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここ
ととと。。。燃燃燃料料料タタタンンンクククのののキキキャャャッッップププはははゆゆゆっっっくくくりりり開開開けけけ
るるるこここととと。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補
給給給すすするるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約 25 mm下下下ののの
レレレベベベルルルををを超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれははは、、、温温温度度度
ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななな
いいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。
30日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ、、、正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるるこここととと。。。

危危危険険険
燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに
引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすす
るるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに
直直直接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

1. 燃料タンクのキャップ図 28の周囲をきれいに
拭く。

2. 燃料タンクのキャップを取る図 28。

図図図 28

1. 燃料タンクのキャップ

3. タンクの天井給油口の根元から約 2.5cm下まで
燃料を入れ、キャップをはめる

注注注 燃燃燃料料料ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

4. こぼれたガソリンは火災防止のためにすぐに
拭き取る

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

前タイヤの適正最大空気圧は 220 kPa2.2 kg/cm2、後
タイヤは 124 kPa1.3 kg/cm2 です。

タイヤ空気圧はひんぱんに点検して適正に保ってく
ださい。空気圧が適正でないと、タイヤのトレッド
の摩耗が通常より早くなります。

図 29は空気圧不足で生じる磨耗の例です。

図図図 29

1. 空気圧不足のタイヤ

図 30は空気圧過多で生じる磨耗の例です。
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図図図 30

1. 空気圧が高すぎるタイヤ

冷冷冷却却却部部部ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 ほこりの多い環

境で使用している場合はより頻繁
な清掃が必要。

1. エンジンを停止する。

2. エンジンの周囲を丁寧に清掃する。

3. ラジエタースクリーンのラッチを外して、ラ
ジエター前面から外す図 31。

図図図 31

1. ラジエタースクリーン

2. ラッチ

4. ラッチを外し、オイルクーラを装備している
場合にはそれを倒してラジエターから遠ざけ
る図 32。

図図図 32

1. ラジエターハウジング 3. ラッチ

2. オイルクーラ

5. ラジエターとオイルクーラ、スクリーンを圧
縮空気でていねいに洗浄する。

注注注 圧縮空気でごみを吹き飛ばしてください。

6. クーラとスクリーンをラジエターに取り付け
る。

始始始動動動前前前ののの点点点検検検ををを行行行ううう
安全運転は、毎日の始業点検から始まります。以
下の項目について、毎日の始業前に点検を行なっ
てください

• タイヤ空気圧を点検する。

注注注 タイヤ空気圧は、普通の自動車より低く設定
されています これは踏圧を減らし芝生の損傷
を防止するためです。

• 燃料、オイルなどの量を点検し、不足していれば
トロ社が指定する適正品を適正量まで補給する。

• ラジエターの前面を点検する。ラジエタース
クリーンを清掃する。

• ブレーキペダルの作動を点検する。

• エンジンオイル圧低下警告灯を点検する

• ヘッドライトが正常に作動することを確認する。

• ハンドルを左右一杯に切って応答を確認する。

• エンジンを止め、機械の可動部が全て完全に停
止するのを待って、オイル漏れや各部のゆるみ
など他に不具合がないか点検する。

上記のうち一つでも異常があれば、作業に出発す
る前に整備士や上司にその旨を伝えてください。
現場により、上記以外の項目の点検を指示される
こともあります。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの押押押しししがががけけけややや引引引きききがががけけけをををしししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。駆駆駆動動動系系系統統統ををを破破破損損損すすするるるおおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。
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注注注 (ページ )を参照してください。

1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっている
のを確認する。

2. PTOとハイフロー油圧装置を搭載している場
合はそれぞれを解除、ハンドスロットル装備
車ではハンドスロットルをOFFにする

3. トランスミッションレバーを P (駐車)位置に
セットする。

4. 油圧昇降レバーが OFF (中央位置)になってい
るのを必ず確認しておくこと。

5. ブレーキペダルを踏み込む。

注注注 アクセルから足を離したままの状態で、

6. キーを差し込んで START位置に回してエンジ
ンを始動する。

注注注エンジンが始動したら、キーから手を離す。

注注注 エンジンオイル圧警告灯が消えれば正常。

重重重要要要 スススタタターーータタタモモモーーータタタををを15秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使用用用
すすするるるとととオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトすすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす15
秒秒秒間間間連連連続続続ででで使使使用用用しししたたたららら60秒秒秒間間間ののの休休休止止止時時時間間間ををを
とととっっってててくくくだだださささいいい

運運運転転転
注注注 (ページ )を参照してください。

1. ブレーキペダルを踏み込む。

2. 駐車ブレーキを解除する。

3. トランスミッションレバーを希望位置にセッ
トする。

4. ブレーキペダルが足を離して、アクセルペダ
ルをゆっくりと踏み込む。

重重重要要要 前前前進進進かかかららら後後後退退退へへへ、、、あああるるるいいいはははそそそののの逆逆逆ににに切切切りりり
換換換えええるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず車車車両両両ををを完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせ
ててて行行行なななっっってててくくくだだださささいいい。。。

以下の表に、速度レンジコントロールをT ト
ランスポート移動走行位置にセットした場合
の各ギアでの走行速度を示します。

ギギギアアア 速速速度度度kmh 速速速度度度マママイイイルルル/時時時

R後退 021 013

L低速前進 018 011

D通常運転 032 020

注注注 長時間にわたってエンジンをアイドリング
させないでください。

注注注 始動スイッチをON位置にしたままエンジ
ンを始動せずに長時間放置するとバッテリー
上がりを起こします。

車車車両両両ののの停停停止止止手手手順順順
注注注 (ページ )を参照してください。

アクセルペダルから足を放し、ブレーキペダルを
ゆっくり踏み込むと車両は停止します。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
注注注 (ページ )を参照してください。

1. 機体が完全に停止していることを確認する。

2. トランスミッションレバーを P (駐車)位置に
セットする。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. キーを OFF位置にして抜き取る。

速速速度度度レレレンンンジジジコココンンントトトロロローーールルルののの使使使いいい方方方
液剤散布作業、目砂散布作業など、一定の速度で走
行することが必要な作業では、速度レンジコント
ロールレバーを使用して最高走行速度に上限を設け
ることができます。速度レンジ切り替えレバー図
33で、4種類の速度レンジから作業に最もふさわし
い速度レンジを選択することができます。資材の運
搬用、人員移動用など、積荷の重さや必要な最高
速度に応じて選びます。

注注注速度レンジの切り替えは、アクセルペダルから足
を離した状態で行う必要がありますが、車両を停止
させる必要はありません。

• 切り替えレバーを、A, B, C, Dの4つのレンジのど
れかにセットすると、そのレンジで決められた
最高速度での定速度走行ができます。

• 切り替えレバーが A, B, C, Dの4つのレンジのどれ
かに入っている場合、レバーをその位置から外
して前に倒すとT位置移動走行設定になります。

注注注 切り替えレバーをL低速前進にセットすると、走
行速度が 4 - 18 km/hになり、D通常走行にセットす
ると、走行速度が 8 - 32 km/hになります。
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図図図 33

1. 速度レンジ切り替えレバー 4. C中高レンジ

2. T移動走行レンジ 5. B中低レンジ

3. D高速レンジ 6. A低速レンジ

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククののの使使使用用用

警警警告告告
斜斜斜面面面でででののの転転転倒倒倒事事事故故故ははは重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににに直直直結結結すすす
るるる。。。

• デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを使使使用用用すすするるるととと、、、牽牽牽
引引引力力力がががアアアッッップププすすするるるががが、、、同同同時時時ににに、、、旋旋旋回回回がががでででききき
ななないいいほほほどどど急急急ななな斜斜斜面面面なななどどどにににももも登登登れれれるるるよよようううにににななな
るるるなななどどど、、、潜潜潜在在在的的的ななな危危危険険険性性性ももも大大大きききくくくなななるるる。。。デデデ
フフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを使使使用用用すすするるる時時時、、、特特特ににに
急急急ななな斜斜斜面面面でででははは十十十二二二分分分ののの注注注意意意ををを払払払うううこここととと

• デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを使使使用用用中中中ににに高高高速速速ででで
旋旋旋回回回ををを行行行っっっててて内内内側側側ののの後後後輪輪輪ががが宙宙宙ににに浮浮浮くくくととと車車車両両両
ののの制制制御御御がががででできききなななくくくなななりりり横横横滑滑滑りりりををを起起起こここすすすこここととと
がががあああるるる。。。デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククははは低低低速速速ででで
のののみみみ使使使用用用すすするるるこここととと。。。

注注注意意意
デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククをををしししたたたままままままででで旋旋旋回回回すすす
るるるとととハハハンンンドドドルルル制制制御御御ががが不不不能能能ににになななるるる場場場合合合がががああありりり危危危
険険険ででであああるるる。。。小小小さささななな旋旋旋回回回をををすすするるるととときききややや高高高速速速ででで旋旋旋
回回回すすするるる時時時ははは、、、デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを解解解除除除
すすするるるこここととと。。。

デファレンシャルロックは、後輪のデファレンシャ
ルギアをロックすることによって走行力を高めるも
のです。ぬれた芝面などの滑りやすい場所で重量物
を運ぶ時や、斜面を登る時、砂地を走行する時など
にデファレンシャルロックが威力を発揮します。

しかし、この機能はあくまでも限られた状況で一
時的に使用するための機能です。これまでに解説
した斜面での安全上の注意や重い荷物を運搬する
時の注意を怠ってはいけません。

デファレンシャルロックを掛けると左右の後輪が同
じ速度で回転するようになります。従って、小回り
機能が若干制限されるようになり、旋回時に芝を削
る場合もでてきます。デファレンシャルロックは必
要な時だけ、低速でのみ使用すること。

注注注デファレンシャルロックの操作には車両が動いて
いることと、少しの旋回動作が必要です。

• デフロックスイッチを上位置にセットとデファ
レンシャルがロックされる図 34。

注注注 ロック状態の時には、デフロックスイッチに
ついているランプが点灯します。

• デフロックスイッチを上位置にセットとデファ
レンシャルが解除される図 34。

図図図 34

1. ロック位置デフロックスイッ
チ

2. 解除位置デフロックスイッチ

新新新車車車ののの慣慣慣らららししし運運運転転転
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 100時間

• エンジンオイルなどの液量点検を定期的に行
い、オーバーヒートなどの兆候がないか日常
的に注意を払う。

• エンジンを始動後、ギアを入れる前に15秒間程
度のウォームアップを行う。

注注注 寒い日に運転する場合には十分にエンジンを
ウォームアップしてください。

• エンジンの空ふかしをしない。

• ブレーキの性能を最大限に発揮させるために、
実際の使用前にブレーキの「慣らし掛け」をす
る。ブレーキの慣らし掛けの方法は次の通り フ
ルスピードで走行してブレーキを掛け、タイヤ
をロックさせないで急停車する。これを10回繰り
返すが、ブレーキがオーバーヒートしないよう
に次の停止まで1分間の間隔を空けること。車両
に 454 kgを積載しておくと最も効果的である。
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• 意識的に速度を変えながら走行する。長時間のア
イドリングはしない。急発進や急停止をしない。

• エンジン・オイルの初期交換は不要。初期オイ
ルには通常のエンジン・オイルを使用している。

• 初期整備については、 悪条件下での使用 (ペー
ジ 37)を参照する。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

インタロックシステムは、ブレーキペダルを踏み込
んだ状態でしかも油圧昇降レバーがニュートラル
位置にない限りエンジンが始動クランキングもで
きないようにする安全装置です。

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを
取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを
点点点検検検ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理
すすするるる。。。

注注注 アタッチメントのインタロックの点検について
は、それぞれのアタッチメントのオペレーターズマ
ニュアル を参照してください。

油油油圧圧圧昇昇昇降降降レレレバババーーーのののイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの
点点点検検検手手手順順順
1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっている

のを確認する。

2. シフトレバーをニュートラル位置にし、油圧
昇降レバーが中央位置になっていることを確
認する。

3. 非TCモデルでハイフロー油圧キットを搭載し
ているもの、またはTCモデルの場合 ハイフ
ロー油圧スイッチをOFFにする。

4. ブレーキペダルを踏み込む。

5. 油圧昇降レバーを前に動かし、始動キーを右
にSTART位置まで回す。

クランキングする場合はインタロック・スイッ
チが故障しているので、運転前に修理する。

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルルのののイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの
点点点検検検
1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっている

のを確認する。

2. シフトレバーをニュートラル位置にし、油圧
昇降レバーが中央位置になっていることを確
認する。

3. 非TCモデルでハイフロー油圧キットを搭載し
ているもの、またはTCモデルの場合 ハイフ
ロー油圧スイッチをOFFにする。

4. 始動キーを右に回してSTART位置にする。

注注注 ブレーキペダルは踏み込まない。

ク ランキングする場合はインタロックスイッ
チが故障しているので、運転前に修理する。

ハハハイイイフフフロロローーー油油油圧圧圧スススイイイッッッチチチのののイイインンンタタタロロロッッックククののの
点点点検検検

ハイフロー油圧キットオプションを搭載している非
TCモデルとTCモデルで必要

1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっている
のを確認する。

2. シフトレバーをニュートラル位置にし、油圧
昇降レバーが中央位置になっていることを確
認する。

3. ハイフロー油圧スイッチをONにセットする。

4. ブレーキペダルを踏み込む。

5. 始動キーを右に回してSTART位置にする。

ク ランキングする場合はインタロックスイッ
チが故障しているので、運転前に修理する。

移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううとととききき
長距離を運ぶ場合にはトレーラを使用してくださ
い。必ず確実に固定して輸送してください。ロープ
がけのポイントについては図 35と 図 36を参照し
てください。

重重重要要要 重重重量量量ががが680 kgををを超超超えええるるるトトトレレレーーーラララののの場場場合合合ははは、、、トトト
レレレーーーラララにににトトトレレレーーーラララ用用用ブブブレレレーーーキキキががが装装装備備備ささされれれててていいいるるる必必必要要要
がががああありりりままますすす。。。

注注注トレーラに載せる場合は前進方向に向けて積み込
んでください。前向きに載せられない場合、搬送中
に車両のフードが外れる危険がありますので、フー
ドをロープなどでフレームにしっかりと固定する
か、フードを外して別送するかしてください。

図図図 35

1. フレームのロープ穴各側
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図図図 36

1. アクスル車軸 2. ヒッチプレート

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
緊急時には、短距離に限り、本機を牽引して移動す
ることができます。ただし、通常の移動にはこの方
法を使わないようお願いしています。

警警警告告告
牽牽牽引引引時時時ののの速速速度度度ががが速速速すすすぎぎぎるるるととと、、、ハハハンンンドドドルルル操操操作作作がががででで
きききなななくくくなななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。牽牽牽引引引速速速度度度ははは時時時速速速 8km/h
以以以下下下ををを厳厳厳守守守すすするるるこここととと。。。

牽引作業は二人で行います。牽引用ロープはワーク
マン前部のロープ穴に固定します。シフトレバーを
ニュートラルに入れ、駐車ブレーキを解除してくだ
さい。長い距離を移動しなければならない場合には
トレーラなどを使用してください。

注注注 パパパワワワーーーススステテテアアアリリリンンングググががが効効効きききままませせせんんんのののでででハハハンンンドドドルルル
操操操作作作ははは重重重くくくなななりりりままますすす。。。

車車車両両両でででトトトレレレーーーラララををを牽牽牽引引引すすするるる場場場合合合
ワークマンは自重よりも大きな車両やアタッチメ
ントを牽引することができます。

牽引を行う場合、トレーラの重量によってヒッチ
を使い分けてください。くわしくは正規代理店に
ご相談 ください。

リアアクスルチューブに付いているヒッチプレー
トを使用する場合、トレーラまたはアタッチメン
トの総重量GTW1587 kgまでを牽引することができ
ます。必ず積載重量の60をトレーラの前側に振り
分けてください。 これにより、ヒッチプレートに
掛かる負荷がトレーラの総重量GTWの約10最大
272 kgとなります。

最大牽引総重量が 680 kgを超える場合は、必ずト
レーラ用ブレーキが必要です。

トレーラやアタッチメント自体もワークマンも過
積載にならないように注意してください。 過積載
では車両の性能が十分発揮できないばかりか、ブ

レーキ、車軸、トランスアクスル、モータ、ハン
ドル機構、サスペンション、ボディー構造、タイ
ヤ等を破損する場合もあります。

重重重要要要 駆駆駆動動動系系系統統統ののの保保保護護護のののたたためめめロロローーーレレレンンンジジジででで運運運転転転ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

第五ホイール式のアタッチメントフェアウェイエア
レータなどでは、必ずホイリーバー第五ホイール
キットに付属を取り付け、トレーラ側が急停止した
場合でも前輪が浮いてしまわないようにします。

油油油圧圧圧コココンンントトトロロローーールルルををを使使使用用用すすするるる
エンジン回転中は、常に油圧制御機能によってポン
プから油圧パワーが供給されています。車体後部の
クイックカップラから、車体後部のアタッチメント
に油圧を供給することができます。

重重重要要要 ひひひとととつつつのののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを複複複数数数ののの車車車両両両ででで共共共用用用
しししててていいいるるる場場場合合合、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの相相相互互互汚汚汚染染染ががが生生生じじじるるる可可可能能能
性性性がががああありりりままますすす。。。そそそののの場場場合合合ははは油油油圧圧圧オオオイイイルルルをををよよよりりりひひひんんんぱぱぱ
んんんににに交交交換換換すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。.

油油油圧圧圧装装装置置置ののの操操操作作作位位位置置置
• OFF 位置

使用していない時の通常位置です。コントロー
ルバルブのワークポートは閉じており、負荷は
すべて両方向ともチェックバルブが受けます。

• 上昇クイックカップラ「A」位置

荷台を上げたり、リアヒッチを上昇させたりす
る位置で、クイックカップラ「A」に油圧が掛
かります。戻りオイルは、クイックカップラ
「」から制御バルブを通ってオイル溜めへ戻り
ます。この位置は連続して使用する位置ではな
く、レバーから手を離すとレバーはスプリング
によって中央のOFF位置に戻ります。

図図図 37

1. クイックカップラ「A」位置 2. クイックカップラ「B」位置

• 下降クイックカップラ「B」位置
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荷台を下げたり、リアヒッチを下降させたりす
る位置で、クイックカップラ「B」に油圧が掛
かります。戻りオイルは、クイックカップラ
「A」から制御バルブを通ってオイル溜めへ戻
ります。この位置は連続して使用する位置では
なく、レバーから手を離すとレバーはスプリン
グによって中央のOFF位置に戻ります。また、
この位置で一時的にレバーを保持し、その後に
手を離すとクイックカップラ「B」にオイルが
流れて、昇降シリンダやリアヒッチに下降方向
の油圧が掛かります。レバーから手を離すと、
昇降シリンダやリアヒッチに掛かっている下降
方向の油圧がロックされます。

重重重要要要 油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででレレレバババーーーををを
「「「下下下降降降」」」位位位置置置ににに保保保持持持すすするるるととと、、、オオオイイイルルルがががリリリリリリーーーフフフ
バババルルルブブブへへへ抜抜抜けけけ、、、油油油圧圧圧シシシススステテテムムムががが損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性
がががああありりりままますすす。。。

• ON 位置

下降クイックカップラ「B」位置と似ています
が、コントロールパネルの油圧昇降ロックに
よってレバーがこの位置に固定される点が異な
ります。これにより、油圧モータを使用する機
器に連続的にオイルを送ることができます。こ
の位置は、油圧モータを使用するアタッチメン
ト専用の操作位置です。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを何何何ももも取取取りりり付付付けけけなななかかかっっったたたりりり
油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり付付付けけけたたたりりりしししてててON位位位置置置ををを使使使
用用用すすするるるとととオオオイイイルルルがががリリリリリリーーーフフフバババルルルブブブへへへ抜抜抜けけけ、、、油油油圧圧圧
シシシススステテテムムムががが損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。こここののの位位位
置置置ははは、、、モモモーーータタタををを取取取りりり付付付けけけててて使使使用用用すすするるるかかか、、、ごごごくくく短短短
時時時間間間ののの使使使用用用にににとととどどどめめめてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの取取取りりり付付付けけけががが終終終了了了しししたたたららら、、、
油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの油油油量量量点点点検検検ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。次次次ににに
アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの作作作動動動ををを点点点検検検ししし、、、ON/OFF操操操作作作
ををを数数数回回回行行行っっっててて内内内部部部のののエエエアアアをををパパパーーージジジしししててて、、、そそそののの後後後
にににもももううう一一一度度度油油油量量量ののの点点点検検検ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。アアア
タタタッッッチチチメメメンンントトトのののシシシリリリンンンダダダののの動動動作作作位位位置置置ににによよよりりり油油油量量量
ははは若若若干干干変変変化化化しししままますすす。。。オオオイイイルルル不不不足足足ででで運運運転転転すすするるるととと、、、
ポポポンンンプププやややリリリモモモーーートトト油油油圧圧圧シシシススステテテムムム、、、パパパワワワススステテテ、、、トトト
ララランンンスススアアアクククスススルルルなななどどどををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら十十十分分分注注注
意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注意意意
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここしししままますすす。。。油油油圧圧圧ククク
イイイッッックククカカカッッップププラララののの接接接続続続ややや取取取りりり外外外しししははは、、、安安安全全全
ををを十十十分分分ににに確確確認認認しししててて行行行うううこここととと。。。必必必ずずずエエエンンンジジジンンン
ををを停停停止止止ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、アアアタタタッッッチチチメメメ
ンンントトトををを降降降下下下さささせせせ、、、リリリモモモーーートトト油油油圧圧圧をををフフフロロローーートトト位位位
置置置にににセセセッッットトトししし、、、油油油圧圧圧回回回路路路内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを完完完全全全ににに
解解解放放放しししてててかかかららら着着着脱脱脱作作作業業業ににに掛掛掛かかかるるるよよようううにににすすするるる。。。

クククイイイッッックククカカカッッップププラララのののつつつなななぎぎぎ方方方

重重重要要要 クククイイイッッックククカカカッッップププラララががが汚汚汚れれれててていいいななないいいのののををを確確確認認認ししし
ままますすす。。。カカカッッップププラララががが汚汚汚れれれててていいいるるるととと油油油圧圧圧シシシススステテテムムム全全全体体体ががが
汚汚汚染染染ささされれれままますすすのののででで注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。.
1. カップラについているロッキング・リングを

後ろに引きます。

2. カチッと音がするまでカップラにホースニッ
プルを差し込みます。

注注注 外部装置をクイックカップラに接続する場合に
は、その装置のどちら側から油圧をかけることが
必要なのかを確認し、そちらの側をカップラBに
接続します クイックカップラBは、レバーを前に
倒した時と ON位置に固定したときに油圧が掛か
る側です。

クククイイイッッックククカカカッッップププラララののの外外外ししし方方方

注注注 車両とアタッチメントの両方を停止させた状態
で、油圧昇降レバーを数回前後に動かし、内部の
圧力を解放するとクイックカップラが外しやすく
なります。

1. カップラについているロッキング・リングを
後ろに引きます。

2. カップラからホースをゆっくり引き抜きます。

重重重要要要 カカカッッップププラララををを使使使用用用しししててていいいななないいい時時時ははは、、、カカカッッップププ
ラララにににプププラララグググとととカカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけててておおおいいいてててくくくだだだ
さささいいい。。。

ヒヒヒンンントトト

運運運転転転ののの特特特性性性

このマシンは安全を念頭に設計製造されています。
ハンドル、ブレーキ、アクセルなどは自動車タイプ
の分かりやすい運転システムとなっています。しか
し、あくまでも作業用のマシンであり、通常の乗
用車とは違うことを忘れないでください。本機は
オフロードでの使用を前提として製造された作業
用特殊車両です。

警警警告告告
こここののの車車車両両両はははオオオフフフロロローーードドド用用用とととしししててて設設設計計計製製製造造造ささされれれ
たたたももものののでででああありりり、、、公公公道道道上上上ををを通通通常常常走走走行行行すすするるるたたためめめののの
ももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。

こここののの車車車両両両ででで公公公道道道上上上ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、各各各地地地域域域
ののの法法法令令令なななどどどににに従従従いいい、、、まままたたた、、、ヘヘヘッッッドドドララライイイドドド、、、方方方向向向
指指指示示示器器器、、、低低低速速速走走走行行行車車車両両両表表表示示示なななどどど、、、定定定めめめららられれれたたた装装装
備備備ををを必必必ずずず装装装着着着しししててて行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

この車両は特殊タイヤを使用し、通常の乗用車より
もギア比を低く設定し、手動ロック式のデファレン
シャルを採用してパワーを確保しています。これら
の特徴により様々な条件下で優れた性能を発揮する
ことができますが、同時に、使い方によっては危険
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な場合もでてきます。ワークマンは娯楽用のオフ
ロードカーやスポーツ用のバギーではありません 絶
対にスタントカーやオフロードラリーのような使い
方をしないでください。ワークマンは作業車であっ
て、RV車ではありません。子供には絶対に運転さ
せないでください。運転をする人全員に、適切な
トレーニングを施してください。

乗車時には助手席の人も必ずシートベルトを着用し
てください。

初めに、安全な場所を選んで、運転に十分なれてく
ださい。運転装置、特にブレーキ、ハンドル、ト
ランスミッションなどに十分慣れてください。路
面の違いによる走行感覚の違いに対する慣れも必
要です。運転操作は練習すればうまくなるもので
すから、落ちついてリラックスして練習しましょ
う。緊急の停止操作はすばやく確実にできるように
なってください。必要があればトレーニングについ
て管理責任者と相談しましょう。

事故は幾つもの要因が複合して発生するものです。
そして、そのうちの幾つかは運転する人の注意に
係わってきます。例えばスピードの出しすぎや急
ブレーキ、急ハンドルなどは多くの事故の原因と
なっています。

もう一つ、事故の原因として見逃すことのできない
ものは、疲労です。運転中も定期的に休憩を取って
ください。常に十分な注意力と集中力を発揮できる
ことが非常に重要です。

アルコールや薬物を摂取した状態ではどんな機械で
あれ絶対に運転しないでください。医師の処方薬や
市販の風邪薬でも眠気を催すことがあります。使用
している薬の説明書をよく読み、不明点があれば医
師や薬剤師に相談してください。

慣れない場所ではスピードを控えめに、が重要
です。ありふれたものが大事故のもとになってい
ます。木の枝、フェンス、針金、他の車両、切り
株、溝、サンドバンカー、小川など公園やゴルフ
場で普通に見かけるものが全て重大事故の原因に
なります。

暗くなったら、特に不案内な場所で暗くなったら、
運転を控えてください。どうしても暗い場所で運転
しなければならない場合は必ずヘッドライトを点灯
させ、安全に十分注意してください。場合によって
は補助ライトを取り付けてください。

人人人ををを乗乗乗せせせるるるとととききき

人を乗せるときは、常にその人の安全が十分確保
されているのを確認してください。運転手以外の
人間には車の動きが予測できにくく、警戒動作も
遅れがちになりますから、速度は控えめに、ハン
ドル操作も控えめにしましょう。

走行中は常時着席し、手足を外に出さないことを
厳守しましょう。オペレータは、可能な限り両手
でハンドルを握り、助手席の人は必ず安全手すり
を握ってください図 38と図 39。

図図図 38

1. 助手席用手すり 2. 物入れ

図図図 39

1. 手すりと腰部ガード

荷台やアタッチメントの上には絶対に人を乗せない
でください。この車両の定員は、運転手と助手の 2
名です これ以外の人間を乗せないでください。

車車車両両両ののの速速速度度度をををコココンンントトトロロローーールルルすすするるる

事故の要因としてもっとも大きなものがスピードで
す。路面条件を無視して速度を出しすぎると車両の
コントロールが効かなくなり、事故を起こします。
速度の超過のために小さな事故が大事故になる例も
少なくありません。低速で立木に衝突した程度なら
軽いケガと車両の損傷で済みますが、高速で激突す
れば車両は大破し死亡事故となります。

スピードの出しすぎは絶対にやめてください。最
適速度が分からなければスローダウン、これが鉄
則です。

スプレーヤ、トップドレッサ、スプレッダなどの重
いアタッチメント454 kg以上を使用している時は、
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速度レンジ切り替えレバーを低速位置にセットして
高速走行ができないようにしておきましょう。

旋旋旋回回回時時時ののの安安安全全全ななな運運運転転転操操操作作作

ハンドル操作も事故要因として大きなものの一つで
す。急ハンドルはスリップの原因となりますし、車
両の制御ができなくなって最悪の場合転倒します。

ぬれている路面、砂地などでの旋回は危険度が高く
なります。速度が速いほど危険が大きくなりますか
ら、ハンドルを操作する前に十分に減速するよう
にしてください。

急旋回をすると内側の後輪が宙に浮く場合がありま
す。これは普通の乗用車でも起こる現象で設計ミ
スではありません。急旋回中に内側の後輪が宙に
浮くようならスピードの出しすぎです。速速速度度度ををを下下下
げげげてててくくくだだださささいいい

ブブブレレレーーーキキキののの適適適正正正操操操作作作

障害物の近くでは減速すべきです。これにより、停
止や回避のための余裕が生まれます。万一実際にぶ
つかれば、機材を損傷してしまいます。さらにはご
自身や周囲の人にけが等を負わせることにもなりか
ねません。停止や旋回は車両総重量と大きな関係
があります。積載重量が大きいときには停止も旋
回も難しくなります。 積載重量が大きいほど停止
に掛かる時間が長くなります。.

荷台を取り付けていない、アタッチメントを取り付
けているなどの場合も、制動特性が変化します。
急ブレーキを掛けると、前輪がロックするよりも
先に後輪がロックし、車両が制御できなくなる危
険があります。荷台を取り付けていない時や、ア
タッチメントを取り付けている場合は、通常よりも
スピードを落とすのが賢明です。

ターフも普通の路面も、ぬれているときには非常に
滑りやすくなります。停止距離も乾いているときの
2倍から4倍の長さが必要になります。

また深い水溜りに入ってブレーキがぬれると、乾燥
するまでブレーキが利かなくなります。水溜りを
抜けたあとは速度を落としてブレーキテストをし
てください。ブレーキが利かなくなっていたら、
ブレーキペダルを軽く踏み込んだまま、しばらく
低速で運転しましょう。こうするとブレーキが早
く乾きます。

転転転倒倒倒ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに

この車両にはROPS、腰部保護バー、シートベル
ト、手すりが装備されています。ROPS横転保護
バーは転倒などの際に死亡や重傷などの大事故を
防止する目的で取り付けられるものですが、万能
ではありません。

ROPSが破損した場合には、補修して再利用などせ
ず、交換してください。メーカーの許可なくROPS
を改造することを禁じます。

訓練と自覚による安全運転の徹底以上に効果のあ
る事故防止の方法はありません。

運転事故を防止する最も良い方法は、オペレータに
適切なトレーニングを行い、常に高い安全意識の下
に業務を行うことです。ROPSを使用し、シートベ
ルトを着用し、以下の注意を守れば、万一横転した
時にも事故を最小限にすることができるでしょう。

斜斜斜面面面でででののの運運運転転転

警警警告告告
斜斜斜面面面でででののの転転転倒倒倒事事事故故故ははは重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににに直直直結結結すすす
るるる。。。

• 急急急斜斜斜面面面ににに乗乗乗りりり入入入れれれななないいいこここととと。。。

• 坂坂坂ををを登登登りりりきききれれれななないいい時時時ははは絶絶絶対対対にににタタターーーンンンしししよよよううう
とととしししななないいい。。。

• シシシフフフトトトををを「「「後後後退退退」」」ににに切切切りりり換換換えええ、、、必必必ずずずバババッッッククク
でででゆゆゆっっっくくくりりりまままっっっすすすぐぐぐににに坂坂坂ををを下下下りりりるるるこここととと。。。

• ブブブレレレーーーキキキだだだけけけににに頼頼頼っっってててニニニュュューーートトトラララルルルででで坂坂坂ををを
下下下りりりてててはははいいいけけけななないいい。。。

• 斜斜斜面面面ををを横横横切切切っっっててて運運運転転転しししななないいいこここととと。。。斜斜斜面面面ににに対対対
しししてててまままっっっすすすぐぐぐ登登登りりり下下下りりりすすするるる。。。

• 斜斜斜面面面でででののの旋旋旋回回回ははは避避避けけけてててくくくだだださささいいい。。。

• 急急急ブブブレレレーーーキキキをををかかかけけけななないいいこここととと。。。速速速度度度ののの急急急ななな変変変
化化化ははは転転転倒倒倒なななどどどににに結結結びびびつつつきききやややすすすいいい。。。

斜面での運転には十二分の注意を払ってください。
急な坂を無理に登らないでください。下り坂では平
地に比べて停止に長い距離が必要になります。斜面
での旋回は平地よりもずっと危険が大きくなりま
す。特に下り斜面でブレーキを掛けながらの旋回
と、斜面を横切りながら山側にハンドルを切るの
は非常に危険です。低速でも、荷物を積まない状
態でも転倒に至る場合がありますから、十分に注
意してください。

斜面でどうしても旋回しなければいけないときは、
十分に減速し、慎重に操作してください。斜面では
絶対に急旋回や小さなターンをしないでください。

急斜面を登坂中に登り切れなくなって立往生した
ら、すぐにブレーキを掛け、シフトをニュートラル
位置にしてエンジンを再始動し、ギアをバックに
入れてください。

斜面で運転する時や重心の高いものを積んで走る時
には重量をなるべく軽くし、速度を落として運転
してください。 荷崩れを起こすと危険です。しっ
かり固定してください。

注注注この車両は非常に優れた登坂能力があります。デ
ファレンシャルロックにより、さらに安定した登坂
力を発揮します。また、以下のような方法によって
も登坂力を向上させることができます
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• 荷台にウェイトを搭載し、しっかりと固定する。

• 後輪にウエイトを装着する。

• 後輪にバラスト塩化カルシウムを注入する。

• 助手席に人を乗せない。
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保保保守守守
前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 お使いの機械の電気回路図 や 油圧回路図 を
入手したい場合には、以下のインターネットサ
イトから無料でダウンロードすることができま
す www.Toro.com。また、マニュアルから、インター
ネット上のその機械の紹介ページへ行きたい場合に
もご利用ください。

警警警告告告
ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

作作作業業業場場場にににははは危危危険険険物物物ををを置置置かかかぬぬぬよよようううにににししし、、、まままたたた、、、防防防
火火火機機機器器器ををを備備備えええるるるこここととと。。。燃燃燃料料料やややバババッッッテテテリリリーーー液液液、、、オオオ
イイイルルルなななどどどののの点点点検検検ににに裸裸裸火火火ををを使使使用用用しししななないいいこここととと。。。ガガガソソソ
リリリンンンややや溶溶溶剤剤剤ををを使使使っっってててパパパーーーツツツ部部部品品品ををを洗洗洗浄浄浄すすするるる時時時ににに
ははは必必必ずずず密密密閉閉閉型型型ののの洗洗洗浄浄浄容容容器器器ををを使使使うううこここととと。。。

注注注意意意
適適適切切切ななな保保保守守守整整整備備備ををを行行行わわわななないいいととと車車車両両両ががが故故故障障障・・・破破破損損損
すすするるるなななどどどしししててて搭搭搭乗乗乗者者者ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間まままででで巻巻巻ききき込込込むむむ
人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

許許許可可可ををを受受受けけけたたた有有有資資資格格格者者者以以以外外外にににははは、、、こここののの車車車両両両ののの
保保保守守守、、、修修修理理理、、、調調調整整整、、、点点点検検検なななどどどののの作作作業業業をををさささせせせななな
いいいこここととと。。。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででももも
いいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 2 時間 • 前輪と後輪のホイール・ナットをトルク締めする。

使用開始後最初の 10 時間
• 前輪と後輪のホイール・ナットをトルク締めする。
• 駐車ブレーキの調整状態を点検する。
• 油圧フィルタを交換する。

使用開始後最初の 50 時間
• エンジン・オイルとフィルタの交換を行う。
• フィルタの開口部分を点検する。
• トランスミッションオイルの量を点検する。

使用開始後最初の 100 時間 • 慣らし運転のためのガイドライン。

使用するごとまたは毎日

• エンジンオイルの量を点検する。 （初めての運転の前に必ず油量を確認し、その
後は毎日点検してください。）

• 油圧オイルの量を点検する。 （初めての運転の前に必ず油量を確認し、その後は
毎日点検。）

• 冷却液の量を点検する。 冷却液補助タンクで、液量を点検する。ラジエターのキャッ
プを開けないこと。初めての運転の前に必ず冷却液の量を確認し、その後は毎日
点検してください。

• ブレーキオイルの量を点検する。 初めての運転の前に必ず量を確認し、その後は
毎日点検してください。

• エンジンオイル圧低下警告灯を点検する
• タイヤ空気圧を点検する。
• エンジン部とラジエターを清掃する。 （ほこりの多い環境で使用している場合はよ

り頻繁な清掃が必要。）
• インタロック・システムの動作を点検する。

50運転時間ごと
• バッテリーの状態を点検する。 （バッテリーを格納する場合は30日ごとに）。
• バッテリーケーブルの接続状態を点検します。

100運転時間ごと

• 全てのベアリングとブッシュのグリスアップを行う。 （過酷な条件で使用している場合は
より頻繁な潤滑が必要）

• タイヤの状態を点検する。
• 風速安定ボックスが破損していないか、潤滑剤が漏れていないか点検する。
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整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

200運転時間ごと

• エアクリーナのフィルタの交換 （ちりやほこりの多い環境で使用している場合はより
頻繁に）

• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。
• フィルタの開口部分を点検する。
• 前輪と後輪のホイール・ナットをトルク締めする
• 速度コントロールシリンダのオイル溜めの油量を点検する。
• 駐車ブレーキの調整状態を点検する。
• ブレーキ・ペダルの調整状態を点検する。
• 通常ブレーキと駐車ブレーキを点検する。

400運転時間ごと

• 点火プラグを点検・交換します。
• 燃料フィルタを交換する。
• 燃料ラインと接続を点検する。
• 前輪の整列を点検する。
• トランスミッションオイルの量を点検する。
• 走行ベルトの状態を点検する。
• クラッチを洗浄する。
• ブレーキ・シューが磨耗していないかブレーキを目視点検する。

800運転時間ごと
• 油圧フィルタを交換する。
• 油圧オイルを交換しストレーナを清掃する。

1000運転時間ごと
• ブレーキオイルを交換する。
• 燃料タンクの内部を清掃する。
• 冷却系統の内部を洗浄し新しい冷却液に交換する。

1年ごと • エンジンマニュアルに記載されている1年ごとの定期整備をすべて実施する。

悪悪悪条条条件件件下下下でででののの使使使用用用
重重重要要要 以以以下下下のののよよようううななな条条条件件件ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、保保保守守守間間間隔隔隔ををを通通通常常常ののの半半半分分分ににに短短短縮縮縮ししし、、、よよよりりり頻頻頻繁繁繁ななな整整整備備備ををを行行行っっっててて
くくくだだださささいいい:

• 砂漠地帯における使用

• 酷寒地気温0℃以下における使用

• トレーラを牽引する場合

• 非常にほこりの多い場所で頻繁に使用する場合

• 建設現場で使用する場合

• 泥、砂、水などの悪条件下で長時間使用した場合

注注注 使用が終わったらできるだけ直後にブレーキの洗浄と点検を行ってください。これにより無用
な摩耗を防止することができます。

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
整備作業の多くは、荷台の昇降作業を伴います。万一の人身事故を未然に防止するため、必ず以下の注意
を厳守してください。

重重重要要要 整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。荷荷荷
台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは荷荷荷台台台もももアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトももも空空空にににすすするるる。。。まままたたた、、、必必必ずずず油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダををを一一一杯杯杯ににに伸伸伸ばばばししし、、、
安安安全全全サササポポポーーートトトででで固固固定定定しししててておおおくくくこここととと。。。
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安安安全全全サササポポポーーートトトののの使使使いいい方方方
重重重要要要 サササポポポーーートトトののの取取取りりり付付付けけけ取取取りりり外外外しししははは必必必ずずず荷荷荷台台台外外外
側側側かかかららら行行行ううう。。。

1. 荷台を上げ、シリンダが完全に伸びたのを確
認する。

2. ROPSパネルの後ろについている保管用ブラ
ケットから荷台サポート安全サポートを取り
外す図 40。

図図図 40

1. 安全サポート

3. サポートをシリンダロッドにはめ込み、サ
ポートの端部でシリンダバレルの端とシリン
ダ・ロッドの端を確実に支える図 41。

図図図 41

1. 安全サポート 3. 荷台

2. シリンダバレル

4. タンクを上げての作業が終了したら、安全サ
ポートを取り外して元の位置ROPSパネル後ろ
保管用ブラケットに収納する。

重重重要要要 安安安全全全サササポポポーーートトトをををシシシリリリンンンダダダににに取取取りりり付付付けけけたたたままま
まままででで荷荷荷台台台ををを下下下げげげよよようううとととしししななないいいこここととと。。。

フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ののの取取取外外外ししし
フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ののの重重重量量量約 147.5 kg

1. エンジンを掛ける。

2. 油圧昇降レバーを前に倒して荷台を降下させ、
スロットの中でシリンダが遊んでいる状態に
する (油圧昇降レバー (ページ 17))。

3. 昇降レバーから手を離し、エンジンを停止す
る。

4. シリンダの外側端部からリンチピンを外す(図
42)。

図図図 42

1. シリンダロッドの端部 4. リンチピン

2. 荷台取り付けプレート 5. 後ろのスロットフルサイズ
荷台用

3. クレビスピン 6. 前のスロット2/3 荷台用

5. シリンダロッドの端部を荷台取り付けプレー
トのスロットに固定しているクレビスピンを
外す(図 42)。

6. ピボットブラケットをフレームに固定してい
るリンチピンとクレビスピンを外す(図 42)。.

7. 車体から荷台を外す。

重重重要要要 フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ははは約約約147.5 kgののの重重重量量量がががあああ
りりり、、、一一一人人人ででで作作作業業業すすするるるここことととははは不不不可可可能能能ででであああるるる。。。必必必
ずずず 2人人人まままたたたははは 3人人人ででで行行行なななうううかかか、、、ホホホイイイススストトトををを使使使ううう
こここととと。。。

8. シリンダを格納用クリップで固定する。

9. 車体についている油圧昇降ロックレバーをロッ
ク位置にセットするを参照。

注注注 シリンダが不意に伸びないように、レバー
をロックしておく。
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フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ののの取取取付付付けけけ
フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ののの重重重量量量約 147.5 kg

注注注 荷台に側板を取り付ける場合は、先に側板を取
り付けてから荷台を車両に取り付けると楽に作業
ができます。

注注注 後部のピボットプレートは下端を後部に向けて
荷台フレームチャネル鋼材にボルトで固定されて
います図 43。

図図図 43

1. 荷台の左後ろ角 4. クレビスピン

2. フレームのチャネル鋼 5. リンチピン

3. ピボットプレート

注注注 スペーサブラケットとウェアブロック図 44を取
り付けるキャリッジボルトの頭が機械内側に向けて
取り付けること。

図図図 44

1. ウェアブロック 3. キャリッジボルト

2. スペーサブラケット

1. シリンダが完全に縮んだのを確認する。

2. 荷台を慎重に車両のフレームの上に載せる 後
部にある荷台のピボットプレートの穴とリア
フレームチャネル鋼材の穴を揃えて、クレビ
スピンとリンチピン各2個を取り付ける図 44。

重重重要要要 フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ははは約約約147.5 kgののの重重重量量量がががあああ
りりり、、、一一一人人人ででで作作作業業業すすするるるここことととははは不不不可可可能能能ででであああるるる。。。必必必
ずずず 2人人人まままたたたははは 3人人人ででで行行行なななうううかかか、、、ホホホイイイススストトトををを使使使ううう
こここととと。。。

3. 荷台を下げた状態のまま、各シリンダロッド
端部を荷台取り付けプレートのスロットに固
定する クレビスピンとリンチピンを使用。

注注注 エンジンを掛けてシリンダを伸縮させない
と穴の位置が揃わないことがあります。指指指ををを
はははさささまままななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい

4. クレビスピンは荷台の外側から差し込み、リ
ンチピンが荷台の外側に向いているようにす
る図 44)。

注注注後ろ側のスロットはフルサイズ荷台の取付け
用で、前側のスロットは2/3荷台の取付け用。

注注注 使っていない穴をボルトとナットでふさ
いでおくと、組立て時の間違いを防ぐことが
できます。

5. エンジンを掛け、油圧昇降レバーを操作して
荷台を上げる。

6. 昇降レバーから手を離し、エンジンを停止す
る。

7. 荷台の安全サポートを取り付けて、誤って荷
台が下がってこないようにしておく 安全サ
ポートの使い方 (ページ 38)を参照。

8. クレビスピンの内側の端部にリンチピンを取
り付ける。

注注注 荷台にテールゲート自動開放装置を搭載し
ている場合は、必ずリンチピンを取り付ける
前に、フロントダンプ・リンクロッドが左側
のクレビスピンの内側にきていることを確認
してください。

機機機体体体のののジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ

危危危険険険
ジジジャャャッッッキキキににに載載載っっっててていいいるるる車車車体体体ははは不不不安安安定定定でででああありりり、、、万万万
一一一外外外れれれるるるととと下下下にににいいいるるる人人人間間間ににに怪怪怪我我我ををを負負負わわわせせせるるる危危危
険険険ががが大大大きききいいい。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた状状状態態態でででははは車車車両両両ををを始始始動動動ししし
ななないいいこここととと。。。

• 車車車両両両かかかららら降降降りりりるるる時時時ははは必必必ずずずスススイイイッッッチチチかかからららキキキーーー
ををを抜抜抜いいいててておおおくくく。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた車車車両両両にににははは輪輪輪止止止めめめををを掛掛掛けけけ
るるる。。。
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• ジャッキアップした車体の下で作業するとき
は、必ずスタンドで車体を支えておくこと。万
一ジャッキが外れると、下にいる人間に怪我を
負わせる危険が大きい。

• 車両前部をジャッキアップする時は必ず 5×10
cm程度の木片等をジャッキとフレームの間に
かませる。

• 車両前部のジャッキアップポイントは、前中央
フレームサポート下側です図 45。車体後部の
ジャッキアップポイントはアクスルチューブ
の下側です図 46。

図図図 45

1. 車体前部のジャッキアップポイント

図図図 46

1. 車体後部のジャッキアップポイント

フフフーーードドドののの取取取りりり付付付けけけととと取取取りりり外外外ししし

フフフーーードドドををを外外外すすす

以下の要領でフードを外す

1. ヘッドライトの開口部でフードをつかみ、
フードを持ち上げて、下側の取り付けタブを
フレームの穴から外す図 47。

図図図 47

1. フード

2. フードの下側を手前に持ち上げて、上部の取
り付けタブをフレームのスロットから引き抜
けるようにする図 47。

3. フードの上側を手前に倒し、ヘッドライトか
らワイヤコネクタを抜く図 47。

4. フードを外す。

フフフーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. ライトを接続する。

2. 上側の取り付けタブをフレームの穴に差し込
む図 47。

3. 下側の取り付けタブをフレームの穴に差し込
む図 47。

4. フードが上下左右の溝にしっかりはまってい
ることを確認する。

40
 



潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリスススアアアッッッ
プププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと 過酷な条件で使用してい

る場合はより頻繁な潤滑が必要

グググリリリスススののの種種種類類類No.2リチウム系汎用グリス

重重重要要要 ドドドララライイイブブブシシシャャャフフフトトトとととユユユニニニバババーーーサササルルルシシシャャャフフフトトトベベベ
アアアリリリンンングググのののクククロロロススス部部部分分分でででははは、、、つつつのののカカカッッップププ全全全部部部かかからららグググ
リリリスススがががはははみみみ出出出てててくくくるるるまままでででグググリリリスススををを入入入れれれてててくくくだだださささいいい。。。

1. 異物を入れてしまわないよう、各グリスニッ
プルをきれいに拭く

2. ニップルにグリスガンを接続する。

3. グリスガンでグリスを注入する。

4. はみ出したグリスはふき取る。

グリスアップ箇所は以下の通りです

• ボボボーーールルルジジジョョョイイインンントトト (4ヶ所);図 48を参照

• ピピピボボボッッットトトマママウウウンンントトト (2ヶ所);図 48を参照

• ススステテテアアアリリリンンングググシシシリリリンンンダダダ (2ヶ所);図 48を参照

• タタタイイイロロロッッッドドド (2ヶ所);図 48を参照

図図図 48

スススプププリリリンンングググタタタワワワーーー (2ヶ所);図 49を参照

図図図 49

• ブブブレレレーーーキキキ (1ヶ所);図 50を参照

• スススロロロッッットトトルルル (1ヶ所);図 50を参照

図図図 50
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• 駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトのののUジジジョョョイイインンントトト (2ヶ所);図 51を参照

• スススララライイイデデディィィンンングググヨヨヨーーーククク (1ヶ所);図 51を参照

図図図 51

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと—エアクリーナのフィル

タの交換 ちりやほこりの多い環境
で使用している場合はより頻繁に

定期的にフィルタとホースアセンブリを点検し、エ
ンジンの保護と寿命の安定をはかってください。エ
アフィルタのカバーとハウジングにリーク原因とな
る傷がないか点検してください。破損している部
品は交換してください。

エアフィルタの点検・交換は以下の要領で行います

1. ラッチを引いて外し、カバーを左にひねって
ボディーからはずす図 52。

図図図 52

1. ラッチ 4. ダストバルブ

2. エアフィルタのカバー 5. エアフィルタのハウジング

3. エアフィルタ

2. フィルタを外す前に、低圧のエア2.8 kg/cm2、
異物を含まない乾燥した空気で、エアフィル
タの外側とエアフィルタのハウジングの間に
溜まっている大きなゴミを取り除く。

重重重要要要 高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。異異異物物物ががが
フフフィィィルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれるるる
恐恐恐れれれがががあああるるる。。。こここのののエエエアアア洗洗洗浄浄浄ににによよよりりり、、、1次次次フフフィィィルルル
タタタををを外外外しししたたた時時時にににホホホコココリリリががが舞舞舞いいい上上上がががっっってててエエエンンンジジジ
ンンン部部部へへへ入入入りりり込込込むむむのののををを防防防止止止すすするるるここことととがががででできききるるる。。。

3. エアフィルタをハウジングから外す図 52。

注注注 エレメントを破損させる危険が大きいの
で、エレメントを掃除して再使用しないでく
ださい。

4. エアフィルタのカバーとハウジングの内部を
きれいに拭く図 52。

5. カバーについているゴム製のダストバルブを
取り外す図 52。
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6. エアクリーナのカバーについている異物排出
ポートとダストバルブの内部を清掃し、ダス
トバルブを元通りに取り付ける図 52。

7. 新しいエアフィルタに傷がついていないかを
点検する。特にフィルタとボディーの密着部
に注意する。

重重重要要要 破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタははは使使使用用用しししななないいい。。。

8. エアフィルタをボディ内部にしっかり取り付
ける。エレメントの外側のリムを軽く押さえ
て確実にハウジングに密着させる図 52。

9. エアフィルタのカバーをダストバルブの6時
の位置カバーの左側から見た時の位置に合わ
せる図 52).

10. エアフィルタにラッチを掛けて固定する図 52。

注注注 インジケータ装備されている場合が赤に
なっている場合はリセットする。.

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50時間

200運転時間ごと

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの容容容量量量約2リットルオイルフィルタ共

オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ API規格 SJまたはそれ以上の高品
質 10W-30オイル。

図 53の表を使って適切な粘度を選んでください。

図図図 53

1. 荷台装着車の場合は荷台を上げ、荷台昇降シ
リンダに安全サポートを取り付けて、荷台を
固定する 荷台を上げる (ページ 20)と 安全サ
ポートの使い方 (ページ 38)を参照。

2. エンジンのドレンプラグの下に、容量2.5リット
ル以上の大きさのオイル受け容器をおく図 54。

図図図 54

1. エンジンオイルのドレンプラグ

2. 前

3. ドレンプラグを外してオイルを容器に受ける
図 54。

注注注 オイルが抜けたらドレンプラグを取り付
ける。

4. フィルタのアダプタからオイルフィルタを外
す図 55。

図図図 55

1. 前 3. フィルタのアダプタ

2. オイルフィルタ

5. フィルタのアダプタのシールのベース部分を
きれいに拭く図 55。

6. 新しいフィルタのシールにきれいなエンジン
オイルを薄く塗る。

7. ガスケットがシールベースに当たるまで手で
フィルタを取り付け、そこから更に 1/2 - 2/3
回転増し締めする図 55。

注注注 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタををを締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよよ
うううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。
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8. クランクケースに所定のオイルを入れる エン
ジンオイルの量を点検する (ページ 22)を参照。

9. 荷台を降ろす荷台を下げる (ページ 21)を参照。

点点点火火火プププラララグググののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

点点点火火火プププラララグググののの種種種類類類: Champion RC14YC

エエエアアアギギギャャャッッップププ0.76 mm

1. 点火プラグを外した時にエンジン内部に異物
が落ちないようにプラグの周囲をきれいに清
掃する。

2. 点火コードをプラグから外し、シリンダヘッ
ドからプラグを外す。

3. 電極 (側面と中央)と碍子の状態を点検する
(図 56)。

重重重要要要 割割割れれれ、、、欠欠欠けけけ、、、汚汚汚れれれそそそののの他他他ののの不不不具具具合合合のののあああるるる
点点点火火火プププラララグググははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。点点点火火火プププラララグググ
にににサササンンンドドドブブブラララススストトトをををかかかけけけたたたりりり、、、ナナナイイイフフフ状状状のののももも
のののででで削削削っっったたたりりりワワワイイイヤヤヤブブブラララシシシででで清清清掃掃掃しししたたたりりりししし
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。プププラララグググににに残残残っっったたた細細細かかかいいい破破破片片片
がががシシシリリリンンンダダダ内内内ににに落落落ちちちてててエエエンンンジジジンンンををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。。。

G019300
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図図図 56

1. 外側の電極 3. 碍子

2. 中央の電極 4. 0.76 mm のエアギャップ

4. エアギャップ (図 56)を 0.81 mmに調整する。

5. 調整された点火プラグをエンジンに取りつけ
て、24.5-29 N·m2.5-3.0 kg.m = 14 ft-lbにトルク
締めする。

注注注 トルクレンチがない場合には、十分に締
め付ける。

6. 点火プラグに点火ケーブルを取り付ける。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. 荷台装着車の場合は荷台を上げ、荷台昇降シ
リンダに安全サポートを取り付けて、荷台を
固定する 荷台を上げる (ページ 20)と 安全サ
ポートの使い方 (ページ 38)を参照。

2. 燃料ポンプからワイヤハーネスのコネクタを
外す図 57。

3. ホースのクランプをゆるめ、燃料ポンプキャッ
プから燃料ラインを外す図 57。

図図図 57

1. 燃料ポンプ 3. 燃料ライン/燃料フィルタ

2. ホースクランプ

4. 燃料タンクの上部から燃料ポンプのキャップ
ねじ式になっているを外す図 57。

重重重要要要 燃燃燃料料料ポポポンンンプププををを外外外すすす時時時ににに、、、燃燃燃料料料ポポポンンンプププアアアセセセ
ンンンブブブリリリををを回回回転転転さささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。回回回転転転さささせせせ
るるるとととフフフロロローーートトトアアアーーームムムアアアセセセンンンブブブリリリををを破破破損損損さささせせせるるる
可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

5. タンクから、燃料ポンプアセンブリと燃料
フィルタを外す図 57。

6. 燃料フィルタのホースを燃料ポンプのフィッ
ティングに固定しているクランプを外す図 57。

7. フィッティングからホースを取り外す図 57。

8. 新しい燃料フィルタホースに、新しいホース
クランプを取り付ける。

9. ホースを燃料ポンプに接続し、クランプで固
定する。

10. アセンブリを燃料タンクに挿入し、キャッ
プをトルク締めする 20-22 N·m2.0-2.3 kg.m =
175-200 in-lb。

注注注 フロートアームの動作範囲のどの位置で
も、アームが燃料タンクの壁に接触しないこ
とを確認する。
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11. 電気コードを接続し、ホースをクランプで固
定する。

カカカーーーボボボンンンキキキャャャニニニスススタタタ・・・エエエアアアフフフィィィルルルタタタ
ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50時間

200運転時間ごと

1. カーボンキャニスタ下部にあるエアフィルタ
を探し出す図 58。

図図図 58

1. フィルタの開口部

2. フィルタ底部の開口部に汚れや詰まりがない
ことを確認する。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

1000運転時間ごと/2年ごと いずれか早く到
達した方

燃料ラインの劣化・破損状況やゆるみが出ていない
か点検を行ってください。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
ヒューズはダッシュパネルの中央下にあります図
59と図 60。

図図図 59

1. ヒューズ

図図図 60

1. PTO 15 A 5. デファレンシャルロック15 A
2. エンジン始動 10 A 6. 速度計10 A
3. ハザード 10A 7. ヘッドライトと後部ライト15A
4. エンジン作動 10 A 8. ホーン 30 A
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救救救援援援バババッッッテテテリリリーーーににによよよるるるエエエンンンジジジンンンののの
始始始動動動

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーー連連連結結結ににによよよるるるエエエンンンジジジンンン始始始動動動ははは危危危険険険ををを伴伴伴
ううう作作作業業業ででであああるるる。。。人人人身身身事事事故故故ややや電電電気気気系系系統統統ののの破破破損損損ををを防防防
止止止すすするるるたたためめめににに、、、以以以下下下ののの注注注意意意ををを守守守っっっててて行行行うううこここととと

• 救救救援援援用用用のののバババッッッテテテリリリーーーははは、、、必必必ずずずDC 15 V以以以下下下ののの
ももものののををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。こここれれれ以以以上上上のののももものののををを使使使
用用用すすするるるととと電電電気気気系系系統統統ががが破破破壊壊壊ささされれれるるる。。。

• 凍凍凍結結結しししたたたバババッッッテテテリリリーーーにににははは絶絶絶対対対ににに接接接続続続しししてててははは
ななならららななないいい。。。作作作業業業中中中ににに破破破裂裂裂ややや爆爆爆発発発ををを起起起こここすすす危危危
険険険がががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり扱扱扱いいいににに関関関すすするるる通通通常常常ののの注注注意意意
事事事項項項ををを守守守っっっててて作作作業業業ををを行行行うううこここととと。。。

• 救救救援援援車車車とととワワワーーークククマママンンンををを直直直接接接接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
ううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの極極極性性性ををを間間間違違違えええててて接接接続続続
すすするるるととと電電電気気気系系系統統統ののの破破破壊壊壊ややや人人人身身身事事事故故故なななどどどををを起起起
こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで注注注意意意すすするるるこここととと。。。

1. バッテリーカバーをたわめて、タブをバッテ
リーベースから外し、カバーをバッテリーか
ら取り外す図 61。

図図図 61

1. バッテリーカバー

2. 2台のバッテリーのプラス端子同士をブースタ
ケーブルでつなぐ図 62。

注注注 端子を必ず確認すること バッテリーカバー
の「」の印で確認できることが多い。

3. もう 1本のケーブルを救援車のバッテリーの
マイナス端子につなぐ。

重重重要要要 但但但しししエエエンンンジジジンンンののの燃燃燃料料料供供供給給給部部部ににに接接接続続続しししななないいい
こここととと。。。

注注注 バッテリーのマイナス端子の表示を必ず確
認すること。救援ケーブルの他端は、あがっ
ている方のバッテリーのマイナス端子に直結
するのでなく、エエエンンンジジジンンンまままたたたはははフフフレレレーーームムムににに接接接
続続続すすするるる。。。

図図図 62

1. バッテリー

4. 救援側の車両のエンジンを始動する。

注注注 エンジンを始動してから数分間待ち、それ
から救援される側のエンジンを始動する。

5. ケーブルを外す時は、まずマイナスケーブル
をエンジンから先に外し、次にバッテリーの
マイナス端子から外す。

6. バッテリー・ベースにバッテリー・カバーを
取り付ける。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—バッテリーの状態を点

検する。 バッテリーを格納する場
合は30日ごとに。

50運転時間ごと—バッテリーケーブルの接続
状態を点検します。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。
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危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮
膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるる
こここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを
保保保護護護すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、
必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

• バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に
浸したブラシで定期的に清掃してください 清掃
後は表面を水で流して下さい清掃中はセル・
キャップを外さないでください

• バッテリーのケーブルは接触不良にならぬよ
う端子にしっかりと固定してください

• 端子が腐食した場合はバッテリー・カバーを外
し、ケーブルを外しマイナスケーブルから先に
外すこと、クランプと端子とを別々に磨いてく
ださい磨き終わったらケーブルをバッテリーに
接続しプラスケーブルから先に接続すること、
端子にはワセリンを塗布してください

• 高温環境下で保管すると涼しい場所で保管する
よりもバッテリーは早く放電します

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ、、、ホホホイイイーーールルル、、、サササスススペペペンンンシシショョョ
ンンンののの保保保守守守

タタタイイイヤヤヤののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

運転中に縁石にぶつけるなどした場合、リムが破
損したり、トーインが狂ったりする可能性があり
ますから、このような事故の後では必ず点検して
ください。

タイヤ空気圧はひんぱんに点検して適正に保ってく
ださい。空気圧が適正でないと、タイヤの摩耗が
通常より早くなります。

図 63は空気圧不足で生じる磨耗の例です。

図図図 63

1. 空気圧不足のタイヤ

図 64は空気圧過多で生じる磨耗の例です。

図図図 64

1. 空気圧が高すぎるタイヤ
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ホホホイイイーーールルル・・・ナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 2時間

使用開始後最初の 10時間

200運転時間ごと

警警警告告告
こここののの整整整備備備ををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかかららら人人人身身身
事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

運運運転転転開開開始始始かかかららら1-4時時時間間間後後後ににに1回回回ととと10時時時間間間後後後にににもももううう1
回回回、、、前前前輪輪輪ととと後後後輪輪輪のののホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締
めめめををを行行行うううこここととと トトトルルルククク値値値ははは 109-122 N.m 11.1-12.5
kg.m=80-90 ft-lb。。。そそそののの後後後ははは 200運運運転転転時時時間間間ごごごととと
にににトトトルルルククク締締締めめめををを行行行ううう。。。

前前前輪輪輪ののの整整整列列列ののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到
達した方

1. タイヤをまっすぐ前に向ける。

2. 後輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線間
距離を測るアクスルの高さ位置で計測図 65。

注注注 前後での計測値の差が 0±3 mmの範囲内で
あれば適切である。

重重重要要要 計計計測測測はははタタタイイイヤヤヤののの同同同じじじ位位位置置置ででで行行行っっってててくくくだだださささ
いいい。。。車車車両両両ははは平平平らららななな場場場所所所ににに停停停めめめるるるこここととと、、、まままたたたタタタ
イイイヤヤヤはははまままっっっすすすぐぐぐ前前前ににに向向向けけけるるるこここととと。。。

図図図 65

1. 機体正面 3. 中心線から中心線までの
距離

2. タイヤの前後差が 0 ± 3 mm

3. タイヤを90度回し、同じように計測を行う。

注注注 前後での計測値の差が 0±3 mmの範囲内で
あれば適切である。

4. 中心線から中心線までの距離は以下の手順で
調整します

A. タイロッドの中心についているジャムナッ
トをゆるめる図 66。

図図図 66

1. タイロッド 2. ジャムナット

B. タイロッドを回して前タイヤを内向き方
向または外向き方向に動かし、タイヤの中
央線間距離が所定の値になるようにする。

C. 正しく調整できたら、タイロッドのジャ
ムナットを締める。

D. タイヤが左右に同じだけ切れることを確
認する。

注注注 タイヤの切れ角度が左右で等しくない
場合には、ワークマンサービスマニュア
ルを参照して調整する。

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンののの保保保守守守

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンオオオイイイルルルののの量量量ののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50時間

400運転時間ごと

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンオオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Dexron VI

1. トランスミッションの後部、車幅方向内側の低
い位置にある補給用プラグを探し出す図 67。
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図図図 67

1. 補給ポートトランスミッション 2. 補給プラグ

2. 補給プラグの下にオイルを受ける容器をおく。

3. プラグを左に回して、トランスミッションの
補給ポートから外す図 67。

注注注 補給ポートのねじ山の一番低い位置までオ
イルがあれば、オイル量は適切である。

4. オイル量が不足している場合には、所定のオ
イルを補給ポートから補給する。油面がねじ
山の下と同じ高さになるまで補給する図 67。

注注注 トランスミッションにオイルを入れる時に
はジョウゴとホースを使うと便利です。

5. 補給プラグのOリングの状態を点検する。

注注注 磨耗や破損が見られた場合は新しいもの
に交換する。

6. トランスミッションに補給プラグを元通りに
取り付け、手締めする図 67。

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンオオオイイイルルルののの交交交換換換

トランスミッションオイルのタイプ Dexron VI

トランスミッションオイルの容量 700 ml

1. 平らな場所に駐車する。

2. トランスミッションの後部、車幅方向内側の
低い位置にある補給用プラグ、および、トラ
ンスミッションの前部、車幅方向外側にある
ドレンプラグを探し出す図 68と図 69。

図図図 68

1. 補給プラグ 3. 前

2. トランスミッションケース後
部、車幅方向内側

図図図 69

1. 前 2. ドレンプラグ

3. 補給ポートから補給プラグを外すプラグを左
に回す図 68。

4. ドレンプラグの下にオイルを受ける容器をお
く図 69。

5. ドレンポートからドレンプラグを外すプラグ
を左に回す図 69。

注注注 トランスミッションオイルが完全に抜け
るのを待つ。

6. ドレンプラグを取り付ける(図 69)。

7. 補給ポートから、トランスミッションオイル
Dexron VI 700 mlを入れる図 68。

注注注 トランスミッションにオイルを入れる時に
はジョウゴとホースを使うと便利です。

49
 



注注注 補給ポートのねじ山の一番低い位置までオ
イルがあれば、オイル量は適切である。

8. 補給プラグを取り付ける図 68。

速速速度度度コココンンントトトロロローーールルルシシシリリリンンンダダダのののオオオイイイルルル溜溜溜めめめののの
保保保守守守

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

オオオイイイルルル溜溜溜めめめ用用用のののオオオイイイルルルのののタタタイイイプププ DOT 3ブレーキ作
動液

1. 油圧昇降レバーと速度レンジ切り替えレバー
からノブを取り外す図 70。

図図図 70

1. ノブ速度レンジレバー 4. ロッド油圧昇降レバー

2. ロッド速度レンジレバー 5. コントロールカバーのプ
レート

3. ノブ油圧昇降レバー 6. 六角ワッシャねじ (#10 x
3/4 インチ)

2. コントロールカバー・プレートを座席ベース
に固定している六角ワッシャねじ6本#10 x
3/4インチを外して、カバープレートを取り
外す図 70。

3. 速度レンジレバー移動走行位置にセットす
る 速度レンジコントロールの使い方 (ページ
28)を参照。

4. 速度コントロールシリンダのオイル溜めの油
量を点検する図 71。

注注注 オイル溜めの側面についている Minマーク
と　Maxマークの間に油面があれば適正です。

図図図 71

1. キャップ 3. Min マークオイル溜め

2. Max マークオイル溜め 4. DOT 3 ブレーキオイル

5. 量が不足している場合には、以下の作業を行う

A. タンクのキャップの周囲をきれいに拭く
図 71。

B. タンクからキャップを取る図 71。

C. オイル溜めの側面についている Minマー
クと　Maxマークの間に油面がくるよう
に、所定のオイルを補給する図 71。

D. キャップを取り付けて手締めする図 71。

6. コントロールカバー・プレートの穴を、座席
ベースの穴に合わせる図 70。

7. プレートをベースに固定する六角ワッシャねじ
6本図 70ステップ 2で外したものを使用する。

8. 油圧昇降レバーと速度レンジ切り替えレバー
に、ノブを元通りに取り付ける図 70。

速速速度度度コココンンントトトロロローーールルルののの調調調整整整

重重重要要要 こここののの車車車両両両ののの最最最低低低制制制御御御速速速度度度エエエンンンジジジンンン全全全開開開時時時ははは 4.0
km/hででですすす。。。最最最低低低速速速度度度ををを 4.0 km/h未未未満満満ににに設設設定定定すすするるる
ととと、、、ベベベルルルトトトやややクククラララッッッチチチののの摩摩摩耗耗耗ががが早早早くくくなななりりりままますすす。。。

1. 速度レンジ A 低速、B 低中速、C 中高速、ま
たは D 高速のうち、最高速度を調整したいレ
ンジに合わせて車両を運転してみるを参照。

注注注 最高速度で走らせたときに速度計に表示さ
れる速度を読み取る。

2. 油圧昇降レバーと速度レンジ切り替えレバー
からノブを取り外す図 70。

3. コントロールカバー・プレートを座席ベース
に固定している六角ワッシャねじ6本#10 x
3/4インチを外して、カバープレートを取り
外す図 70。

4. 速度レンジレバーを T 移動走行レンジにセッ
トする図 72。
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5. ディテントプレートをレバーサポートブラケッ
トに固定している六角ソケットねじ5/16 x 3/4
インチ2本をゆるめる図 72。

図図図 72

1. レバーサポートブラケット 3. ディテントプレート

2. 六角ソケットねじ

6. ディテントプレートを、以下のうちのどちら
かの方向に移動させる

• 最高速度を大きくするには、ディテントプ
レートを 前前前方方方ににに移動させる図 72。

• 最高速度を小さくするには、ディテントプ
レートを 後後後方方方ににに移動させる図 72。

7. 六角ソケットねじ5/16 x 3/4インチ2本を、
19782542N.cm2.02.6 kg.m = 175225in-lbにトルク
締めする。

8. 調整を行っている速度レンジで車両を運転し
てみる。そのレンジでの最高速度が速すぎる
場合や遅すぎる場合には、ステップ1 8をも
う一度行う。適正な調整ができるまでこれを
繰り返す。

9. コントロールカバー・プレートの穴を、座席
ベースの穴に合わせる図 70。

10. プレートをベースに固定する六角ワッシャねじ
6本図 70ステップ 3で外したものを使用する。

11. 油圧昇降レバーと速度レンジ切り替えレバー
に、ノブを元通りに取り付ける図 70。

走走走行行行ベベベルルルトトトののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. トランスミッションカバーをトランスミッショ
ン取り付けプレートに固定している六角ワッ
シャねじ9本1/4 x 1インチを外す図 73。

図図図 73

1. 六角ワッシャボルト1/4 x 1
インチ

4. 取り付けプレート

2. トランスミッションカバー 5. テーパ面一次クラッチ

3. 走行ベルト 6. ベルトの幅 29.5 mm 以下
になったら交換する

2. 駆動ベルトが見える位置までカバーを前方に
ずらす図 73。

3. 一次クラッチのテーパ面に破損の兆候がない
か点検する図 73。

注注注 一次クラッチのテーパ面が破損している場
合には、一次クラッチを交換してください弊
社代理店にご連絡ください。

4. 駆動ベルトのコグ歯が欠けていたり破損した
りしていないか点検する図 73。

注注注 歯が欠けたり破損したりしている駆動ベル
トは交換してください。

5. ベルトの幅を測定し、その値を記録する図 73。

注注注 ベルトの幅が 29.5 mm以下になっている場
合にはベルトを交換してください図 73。

6. トランスミッションカバーの穴を、取り付け
プレートの穴に合わせる図 73。

7. カバーを取り付けプレートに固定する図 73ス
テップ 1で取り外した六角ワッシャねじ9本1/4
x 1インチを使用し、10.212.4Nm1.01.3kg.m =
90110in-lbにトルク締めする。

クククラララッッッチチチののの洗洗洗浄浄浄

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. トランスミッションカバーをトランスミッショ
ン取り付けプレートに固定している六角ワッ
シャねじ9本1/4 x 1インチを外す図 74。
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図図図 74

1. 六角ワッシャボルト1/4 x 1
インチ

4. 取り付けプレート

2. トランスミッションカバー 5. 2次クラッチ

3. 1次クラッチ

2. 1次クラッチと2次クラッチにたまっているご
みや泥を水で洗い落とし、洗浄後はすぐにコ
ンプレッサで吹いて乾かす。

3. 残っているごみは、速乾性のクリーナかブレー
キクリーナで完全に取り除く。

注注注 注可動部分およびその付近のごみを除去
してください。

4. もし、ベルトやクラッチシャフトにもごみや
泥がたまっている場合には、目の細かい研磨
用パッドなどで取り除く。

5. トランスミッションカバーの穴を、取り付け
プレートの穴に合わせる図 74。

6. カバーを取り付けプレートに固定する図 74ス
テップ 1で取り外した六角ワッシャねじ9本1/4
x 1インチを使用し、10.212.4Nm1.01.3kg.m =
90110in-lbにトルク締めする。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルとととアアアクククスススルルルののの保保保守守守

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルオオオイイイルルルののの交交交換換換

オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ 80W90 API GL-5

オオオイイイルルルののの量量量 550 ml

1. ドレンプラグの下にオイルを受ける容器をお
く図 75。

図図図 75

1. 補給プラグ 3. ドレンポート

2. 給油ポート 4. ドレンプラグ

2. デファレンシャツの補給ポートから補給プラ
グを、ドレンポートからドレンプラグを、外
す図 75。

注注注 デファレンシャルオイルが完全に抜けるま
で待ってください。

3. 各プラグのOリングの状態を点検する。

注注注 磨耗したり破損したりしているOリングは
交換してください。

4. ドレンポートにドレンプラグを元通りに取り
付け図 75、プラグを 1419Nm13.619.0kg.m =
1014ft-lbにトルク締めする。

注注注 ドレンプラグはマグネットになっていま
す。したがって、プラグに少量の鉄粉が付着
しているのは異常ではありません。おろした
ての新車の場合にはかなり多量の鉄粉が付着
するのが普通です。

5. ディファレンシャルの補給ポートから所定の
オイルを 550 ml入れる図 75。

注注注 デファレンシャルにオイルを入れる時には
ジョウゴとホースを使うと便利です。

6. 補給ポートに補給プラグを元通りに取り付け図
75、プラグを 1419Nm13.619.0kg.m = 1014ft-lbに
トルク締めする。

風風風速速速安安安定定定ボボボッッックククスススののの保保保守守守

整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

1. 機体の後部を持ち上げてジャッキスタンドで支
える機体のジャッキアップ (ページ 39)を参照。

2. 後アクスル部分にある風速安定ボックスが破
損していないか、潤滑剤が漏れていないか点
検する図 76。

注注注 風速安定ボックスが破損している場合に
は、必ず交換してください。
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図図図 76

3. ジャッキをゆるめて機体を床に下ろす。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの冷冷冷却却却液液液ののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 1000運転時間ごと/2年ごと いずれか早く

到達した方

冷冷冷却却却系系系統統統容容容量量量 3.7リットル

冷冷冷却却却液液液のののタタタイイイプププ水とエチレングリコール不凍液の
50/50 混合液

1. 平らな場所に駐車する。

2. 荷台装着車の場合は荷台を上げ、荷台昇降シ
リンダに安全サポートを取り付けて、荷台を
固定する 荷台を上げる (ページ 20)と 安全サ
ポートの使い方 (ページ 38)を参照。

注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププ
ををを開開開けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出ししし
てててやややけけけどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを
開開開けけけななないいいこここととと。。。

• エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、15分分分間間間ほほほどどど待待待っっっててて、、、
ラララジジジエエエタタターーーキキキャャャッッップププががが十十十分分分ににに冷冷冷えええてててかかか
ららら取取取りりり外外外すすすよよようううにににすすするるるこここととと。。。

• ラララジジジエエエタタターーーキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは
ウウウェェェスススををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。キキキャャャッッップププははは、、、
高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくくりりり
ととと開開開けけけるるるこここととと。。。

3. ラジエターキャップを取る図 77。

図図図 77

1. ラジエターのキャップ

4. 冷却液タンクからキャップを取る図 77。
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図図図 78

1. キャップ冷却液タンク

5. 下側のラジエターホースを外して、冷却液を
容器に回収する。

注注注 冷却液が抜けたら下側のラジエターホース
を元通りに接続する。

6. 水とエチレングリコール不凍液の50/50混合液
をゆっくりと注入する。

7. ラジエター液を一杯にして、キャップを閉め
る図 77。

8. 補助タンクにも、補給管の根元までゆっくり
と冷却液を補給する図 78。

9. 冷却液タンクにキャップを取り付ける図 78。

10. エンジンを始動しウォームアップする。

11. エンジンを停止させ、冷却液の量を点検し、
必要に応じて補給する。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10時間

200運転時間ごと

1. 駐車ブレーキレバーのゴム製グリップをはず
す図 79。

図図図 79

1. 駐車ブレーキレバー 2. グリップ

2. ブレーキレバーに調整ノブを固定している固
定ネジをゆるめる(図 80)。

図図図 80

1. 駐車ブレーキレバー 3. 固定ネジ

2. ノブ

3. ノブ図 80を回し、20-22 kg程度の力でブレーキ
を作動させられるように調整する。

4. 調整が終わったら固定ねじを締める図 80。

注注注 駐車ブレーキレバーでは調整ができなく
なった場合には、ハンドルを調整域の中央部
までゆるめ、後部でケーブルを調整し、その
後にステップ3をもう一度行ってください。

5. 駐車ブレーキレバーにゴム製グリップを取り
付ける図 79。
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ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. フードを外すフードを外す (ページ 40)を参照。

2. マスターシリンダ・ヨークをブレーキペダル
のピボットに固定しているコッターピンとク
レビスピンを取る図 81。

図図図 81

1. コッターピン 4. マスターシリンダのヨーク

2. ブレーキペダルのピボット 5. ジャムナット

3. クレビスピン

3. ブレーキペダル図 82を持ち上げてフレーム
に接触させる。

図図図 82

1. ブレーキペダル 2. アクセルペダル

4. ヨークをマスターシリンダ・シャフトに固定
しているジャムナットをゆるめる図 81。

5. ヨークを調節してヨークの穴とブレーキペダ
ルのピボットの穴を揃える図 81。

6. ヨークをペダルのピボットに固定する クレビ
スピンとコッターピンを使用図 81。

7. ヨークをマスターシリンダのシャフトに固定
しているジャムナットを締める図 81。

注注注 正しく調整できると、ブレーキのマスター
シリンダにブレーキからの力が掛かっていな
い状態になります。

8. フードを取り付ける フードを外す (ページ 40)
を参照。
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制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

速速速度度度表表表示示示単単単位位位ののの切切切替替替えええ
スピードメータの表示単位をMPHマイル毎時から
KPHkm毎時に、またKPHからMPHに、切り替える
ことができます。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. フードを外すフードを外す (ページ 40)を参照。

3. 速度計のそばに接続されていないワイヤ2本を
探す図 83。

図図図 83

1. 速度計前側面 3. 速度計の電気コード

2. プラグ

4. コネクタプラグをハーネスワイヤから外して、
2本のワイヤをいっしょに接続する図 83。

注注注 速度計の表示単位がMPHマイルからKPM
キロメートルに切り替わります。表示単位を
MPHに戻す場合を考えて、プラグは保管して
ください。

5. フードを取り付ける フードを取り付ける (ペー
ジ 40)を参照。

アアアクククセセセルルルペペペダダダルルルののの調調調整整整

エエエンンンジジジンンンのののスススロロローーーアアアイイイドドドルルルををを調調調整整整すすするるる

1. エンジンを始動し、通常の作動温度になるま
で運転を行うおよそ 5–10分間。

2. スロットルが「スロー・アイドル」にセット
し、タコメータでエンジン回転数が1100 rpm
ロー・アイドル規定値となっているかどうか
調べる。

注注注 エンジン回転数がロー・アイドル規定値
1100 rpmであれば、 エンジンの高速アイドル
を調整する (ページ 56)へ進む。

3. エンジン回転数が1100 rpmよりも速い場合に
は、スロットルボディについているアイドル
調整ねじを右または左に回して、ロー・アイ
ドルを1100 rpmに調整する図 84。

注注注 ロー・アイドルの調整は、ファンが停止中
に行ってください。

図図図 84

1. アイドル調整ねじ 2. スロットルボディ

エエエンンンジジジンンンののの高高高速速速アアアイイイドドドルルルををを調調調整整整すすするるる

1. エンジンを始動し、通常の作動温度になるま
で運転を行うおよそ 5–10分間。

2. 手で、ベルクランクを高速アイドルストップ
まで動かす図 85。

注注注 タコメータに表示されるエンジン速度が
3600 rpmになれば問題ない。

注注注 エンジン回転数がハイ・アイドル規定値
3600 rpmであれば、 アクセルペダルの位置調
整 (ページ 57)へ進む。
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図図図 85

1. ベルクランク 3. ジャムナット

2. 高速アイドルストップ

3. エンジン回転数が 3600 rpmよりも速かったり
遅かったりする場合には、以下の調整を行う

A. 高速アイドルストップを固定しているジャ
ムナットをゆるめる図 85。

B. 以下の方向に、ストップを回転させる

• エンジン速度を下げたい場合には右
回り図 85。

• エンジン速度を上げたい場合には左
回り図 85。

C. ジャムナットを締める図 85。

D. ベルクランクを高速アイドルストップま
で動かす図 85。

E. エンジン回転数が 3600 rpmでない場合に
は、高速エイドル回転数が 3600 rpmになる
まで、ステップAからDを繰り返す。

4. エンジンを止め、キーを抜き取る。

アアアクククセセセルルルペペペダダダルルルののの位位位置置置調調調整整整

この調整作業は2人で行うこと。

1. ベルクランクを高速アイドルストップまで動
かし、その位置に保持する図 85。

2. アクセルペダルと、ペダル下の床との間の距
離を測定する図 86。

注注注 アクセルペダルと、ペダル下の床との間の
距離が 6.35 mmであれば適正である。

注注注 アクセルペダルと、ペダル下の床との間の
距離が 6.35 mmであれば、 アクセルペダルの
上ストップの位置調整 (ページ 58)へ進む。

図図図 86

1. 床面 3. 6.35 mm のすきま

2. アクセルペダル

3. アクセルペダルと、ペダル下の床面図 86との
間の距離が 6.35 mmよりも大きかったり小さ
かったりする場合には、ベルクランクを高速
アイドルストップ位置に保持した状態で、以
下の調整を行う図 85
• すきまを小さくしたい場合には、スロット

ルケーブルの内側ジャムナットをゆるめ
て、外側ジャムナットを締め付ける図 87。

• すきまを大きくしたい場合には、スロット
ルケーブルの外側ジャムナットをゆるめ
て、内側ジャムナットを締め付ける図 87。

図図図 87

1. ベルクランク 3. スロットルブラケット

2. 高速アイドルストップ 4. ジャムナット

4. スロットルケーブルのジャムナットがピンと
張っていることを確認する図 87。

5. ベルクランクを高速アイドルストップに当て
て保持した状態で、アクセルペダルと床面と
の距離を測定する。 すきまが 6.35 mmよりも
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大きかったり小さかったりする場合は、ス
テップ3と4を繰り返して、すきまを 6.35 mm
に調整する。

アアアクククセセセルルルペペペダダダルルルののの上上上ススストトトッッップププののの位位位置置置調調調整整整

1. アクセルペダルが上位置にある状態で、アク
セルペダルアームの後下角部から運転席床面
までの距離を測定する図 88。

注注注 この測定値を記録する測測測定定定値値値1。

図図図 88

1. アクセルペダルアーム 3. 測定値2
2. 測定値1

2. アクセルペダルとスロットルケーブルとの間
の遊びがなくなるポイントまで、ペダルを静
かに下げる図 88。

3. 遊びがなくなった位置にアクセルペダルを保持
した状態で、アクセルペダルアームの後下角部
から運転席床面までの距離を測定する図 88。

注注注 この測定値を記録する測測測定定定値値値2。

4. 測定値2から測定値1を引き算する得られた差
をペペペダダダルルルののの遊遊遊びびび距距距離離離とする。

注注注 ペダルの遊び距離が 3 mmであれば適正で
ある。

5. ペダルの遊び距離が 3 mmよりも大きかったり
小さかったりする場合には、以下の調整を行う

A. アクセルペダルストップを固定している
ジャムナットをゆるめる図 89。

B. 以下の方向に、ペダルストップを回転さ
せる

• 遊び距離を大きくしたい場合は、右
回し図 89。

• 遊び距離を小さくしたい場合は、左
回し図 89。

図図図 89

1. アクセルペダルストップ 3. アクセルペダルアームのフ
ランジ部

2. ジャムナット

C. ジャムナットを締める図 89。

D. ステップ 1から4をもう一度行ってペダル
の遊び距離を測定する図 89。

注注注 ペダルの遊び距離が 3 mmであれば適
正である。

E. ステップ AからDを繰り返してペダルの遊
び距離を 3 mmに調整する。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10時間

800運転時間ごと

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器
ののの保保保証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. フィルタ取り付け部の周辺をウェスできれい
にぬぐう図 90。

図図図 90

1. フィルタのアダプタ 2. 油圧フィルタ

3. フィルタの下にオイルを受ける容器をおく図
90。

4. フィルタを左に回して外す図 90。

5. フィルタのアダプタの取り付け部をきれいに
拭く図 90。

6. 新しいフィルタについているガスケットに
Mobil M15油圧オイルを塗りつける。

7. フィルタのアダプタにフィルタをねじ込んで
取り付ける。ガスケットがアダプタの取り付
け面に当たるまで手で回し(図 90、そこからさ
らに 1/2回転増し締めする図 90。

8. エンジンを始動して2分間運転し、システム内
のエアをパージする。

9. エンジンを停止し、タンクの油量を点検し、
フィルタ付近でのオイル漏れがないか調べる。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと

油油油圧圧圧オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Mobil M15

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの容容容量量量 非TCモデル7.5リットル

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの容容容量量量ハイフロー油圧キットオプショ
ンを搭載している非TCモデル、およびTCモデ
ル 15.1リットル

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. 荷台を上げる荷台を上げる (ページ 20)を参照。

3. タンクの補給口についているディップスティッ
クとキャップを外す図 91。

図図図 91

1. キャップ 4. サイホン

2. ディップスティック 5. 回収容器

3. 補給管油圧オイルタンク

4. サイホンに吸い込みホースを接続し、ホースを
油圧タンクの補給口からタンク内部に入れ、
タンクの底まで送りこむ図 91。

5. 吸い込みホースの端を回収容器に入れる図
91、回収容器は、12リットルのオイルを回
収できる大きさが必要である非TCモデル。
ハイフロー油圧キットオプションを搭載して
いる非TCモデルやTCモデルの場合には、 20
リットルのオイルを回収できるだけの大きさ
が必要である。

6. タンクからサイホンでオイルを抜き取る。

7. 抜き取りを終了したら、タンクからサイホン
を取り外す図 91。
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8. 油圧オイルタンクに油圧オイルを入れる。油
量は非 TCモデルの場合には 7.5リットル、た
だしオプションのハイフロー油圧キットを取
り付けている非TCモデルの場合や TCモデル
の場合は 15.1リットルである図 91。

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススス
テテテムムムををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

9. 油圧オイルタンクの補給口にディップスティッ
クとキャップを取り付ける図 91。

10. エンジンを始動させて運転を行い、オイルを
システム全体に行き渡らせる。オイルの量を
点検し、必要に応じて補給する。

緊緊緊急急急時時時ののの荷荷荷台台台ののの上上上げげげ方方方
荷台が上がらなくなった時には、スタータを使う
か、もう一台のワークマンの油圧装置を使うかして
上げることができます。

スススタタターーータタタををを使使使っっったたた荷荷荷台台台ののの上上上げげげ方方方

注注注エンジンがクランキングできない時は、積み荷を
降ろして荷台アタッチメントを外してエンジンの修
理を行う必要があります。

1. トランスミッションレバーをP駐車位置にセッ
トする トランスミッションレバー (ページ 16)
を参照。

2. 昇降レバーを上昇位置にした状態でスタータ
モータを回せば荷台が上昇する。

注注注 但し、スタータは15秒間以上連続で回さ
ないでください 15秒使用したら 60秒休んで
ください。

別別別のののワワワーーークククマママンンンののの油油油圧圧圧装装装置置置ををを使使使っっったたた荷荷荷台台台
ののの上上上げげげ方方方

注注注 この方法には本体側のカップラに合うクイック
カップラの付いた油圧ホース片側にオスのカップ
ラ、もう一方にメスのカップラが付いたものが 2
本必要です。

1. もう一台のワークマンを、故障しているワー
クマンに背中合わせに寄せる。

重重重要要要 油油油圧圧圧シシシススステテテムムムにににはははMobil M15オオオイイイルルルををを使使使
用用用しししててていいいままますすす。。。油油油圧圧圧装装装置置置ののの汚汚汚染染染ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、2
台台台のののワワワーーークククマママンンン救救救援援援車車車ととと故故故障障障車車車ががが共共共ににに同同同じじじオオオ
イイイルルルををを使使使用用用しししててていいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認しししてててくくくだだだ
さささいいい。。。

2. それぞれの車両で、クイックカップラホー
ス2本を、カップラブラケットのホースから
外す図 92。

図図図 92

1. クイックカップラ・ホース A
2. クイックカップラ・ホース B

3. 故障しているワークマンのカップラホース
に、救援用ホース 2本を接続する図 93。

注注注 使用しないフィッティングにはキャップを
かぶせておく。

図図図 93

1. 外したホース 2. 救援用ホース

4. 救援側のワークマンのカップラブラケットの
にまだついているカップラに、救援用ホース
を接続する上のホースは上のカップラに、下
のホースは下のカップラに接続する図 94。

注注注 使用しないフィッティングにはキャップを
かぶせておく。

60
 



図図図 94

1. 救援用ホース

5. 周囲から人を遠ざける。

6. 救援車のエンジンを始動し、油圧昇降レバー
を「上昇」位置にすると、故障側の荷台が持
ち上がる。

7. 油圧昇降レバーをニュートラル位置にしてレ
バーをロックする 油圧昇降レバー (ページ 17)
を参照。

8. 伸ばした昇降シリンダに、荷台安全サポート
を取り付ける;安全サポートの使い方 (ページ
38)を参照。

注注注 両方の車両のアタッチメントとエンジンを
停止させた状態で、油圧昇降レバーを数回前
後に動かし、内部の圧力を解放するとクイッ
クカップラが外しやすくなります。

9. 作業が終わったら救援ホースを外し、各ワー
クマンの油圧ホースを元通りに接続する。

重重重要要要 両両両方方方ののの車車車両両両とととももも、、、運運運転転転ををを再再再開開開すすするるる前前前ににに必必必
ずずず油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

保保保管管管
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、

エンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. エンジンのシリンダヘッドや冷却フィン、ブロ
アハウジングをふくめた車両全体を洗浄する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががでででききき
ままますすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。高高高圧圧圧ののの水水水ででで洗洗洗浄浄浄すすするるるととと電電電気気気系系系統統統やややグググリリリ
ススス部部部へへへ水水水ががが浸浸浸入入入すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。まままたたた、、、
コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルルやややヘヘヘッッッドドドララライイイドドド、、、エエエンンンジジジ
ンンン、、、バババッッッテテテリリリーーー部部部ににに大大大量量量ののの水水水をををかかかけけけななないいいよよよううう
にににしししてててくくくだだださささいいい。。。

3. ブレーキを点検する ブレーキオイルを点検す
る (ページ 24)を参照。

4. エアクリーナの整備を行う エアフィルタの整
備 (ページ 42)を参照。

5. マシンのグリスアップを行う。

6. エンジンオイルを交換する エンジンオイルと
フィルタの交換 (ページ 43)を参照。

7. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検
する (ページ 26)を参照。

8. 保管期間が 30日間以上に及ぶ場合には、燃料
系統に以下の整備を行う

A. 石油系のスタビライザ/コンディショナ
燃料品質安定剤を燃料タンクの燃料に添
加する。

混合手順は、スタビライザの説明書に従
うこと。1リットルあたり 8ml。アルコー
ル系のスタビライザエタノール系やメタ
ノール系は使用しないこと。

注注注 スタビライザは、新しい燃料に添加し
て常時使うのが最も効果的です。

B. エンジンをかけて約5分間作動させ、コ
ンディショナ入りのガソリンを各部に循
環させる。

C. エンジンを停止し、温度が下がるのを待っ
てガソリンを抜き取る。

D. エンジンを再度始動するチョークを引い
て始動し自然に停止するまで運転する。

E. 始動できなくなるまでエンジンの始動運
転を続ける。

F. 抜き取った燃料は地域の法律などに従っ
て適切に処分する。地域の法律や規則に
従ってリサイクルする。

重重重要要要 コココンンンデデディィィシシショョョナナナ入入入りりりのののガガガソソソリリリンンンでででももも
90日日日間間間以以以上上上ののの保保保存存存はははしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

9. 点火プラグを外し、点検を行う 点火プラグの
交換 (ページ 44)を参照。

10. プラグの取り付け穴からエンジンオイルをス
プーン2杯程度入れ、
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11. スタータモータを使ってクランクを回転させ
て内部にオイルを十分に行き渡らせる。

12. 点火プラグを取り付け、それぞれを規定値に
トルク締めする 点火プラグの交換 (ページ 44)
を参照。

注注注点火プラグには点火コードを取り付けない。

13. 冷却水エチレングリコール不凍液と水との
50/50混合液の量を点検し、凍結を考慮して必
要に応じて補給する。

14. 車体からバッテリーを外し、フル充電す
る バッテリーの整備 (ページ 46)を参照。

注注注 保管期間中は、バッテリーケーブルを外し
ておいてください。

重重重要要要 氷氷氷点点点下下下でででののの凍凍凍結結結破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、
バババッッッテテテリリリーーーははは必必必ずずずフフフルルル充充充電電電しししてててくくくだだださささいいい。。。フフフ
ルルル充充充電電電しししたたたバババッッッテテテリリリーーーははは周周周囲囲囲温温温度度度約約約 4°Cでででほほほ
ぼぼぼ 50日日日間間間電電電圧圧圧ををを保保保持持持しししままますすす。。。保保保管管管場場場所所所ののの気気気温温温
がががそそそれれれよよよりりりももも高高高いいい場場場合合合にににははは 30日日日ごごごとととににに再再再充充充電電電
しししてててくくくだだださささいいい。。。

15. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付け
や交換、修理を行う。破損個所はすべて修理
する。

16. 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理
をする。

注注注ペイントは代理店で入手することができる。

17. 汚れていない乾燥した場所で保管する。

18. 保管中はキーを抜き取り、子どもなどの手の
届かない場所で保管する。

19. 機体にはカバーを掛けておく。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

クイックカップラの着脱がしにくい。 1. 油圧が解放されていないクイックカップ
ラに油圧がかかっている。

1. エンジンを止めて油圧昇降レバーを前
後に何度か操作し、その後にクイック
カップラを補助油圧パネルのフィッティ
ングに接続する。

1. 油圧オイルが不足している。 1. 油圧システムの整備を行う。

2. 油圧オイルが過熱している。 2. 油圧オイルの量を点検し、必要に応じて
補給などを行う。代理店に連絡する。

パワーステアリングが重い。

3. 油圧ポンプが作動していない。 3. 代理店に連絡する。

1. フィッティングがゆるんでいる。 1. フィッティングを締め付ける。油圧フィッティングからオイルが漏れてい
る。

2. 油圧フィッティングのO リングが無くなっ
ている。

2. O リングを取り付ける。

1. カップラの接続が完全でない。 1. クイックカップラを外し、ていねいに清
掃してもう一度取り付ける。磨耗したり
破損したりしているカップリングは交換
する。

アタッチメントが作動しない。

2. カップラの接続が逆になっている。 2. クイックカップラを外し、補助油圧パネ
ルの対応する接続口に正しく合わせて
もう一度取り付ける。

キーキーというノイズが出る。 1. 油圧昇降レバーがON 位置にロックされ
ているリリーフバルブにオイルが回っ
ている。

1. 油圧レバーをのロックを解除してニュー
トラル位置にする。

エンジンを始動できない。 1. 油圧レバーがON位置にロックされて
いる

1. 油圧レバーをのロックを解除してニュー
トラル位置にしてからエンジンを始動す
る。

1. エンジンのローアイドル速度が速すぎ
る。

1. ローアイドル速度を 1100 rpm に調整す
る「エンジンのスローアイドル速度調
整」を参照。

トランスミッションのシフトが重い

2. クラッチが汚れている。 2. クラッチを洗浄する「クラッチの洗浄」
を参照。

1. エンジンのアイドル速度が遅すぎる。 1. ローアイドル速度を 1100 rpm に調整す
る「エンジンのスローアイドル速度調
整」を参照。

2. ベルトがまだ新しい。 2. ベルトがなじむのに10時間ほどの時間
が必要である。

3. アクセルペダルの遊びが大きすぎる。 3. アクセルペダルの調整を行う「アクセル
ペダルの調整」を参照。

クラッチの接続が滑らかでない

4. クラッチが汚れている。 4. クラッチを洗浄する「クラッチの洗浄」
を参照。
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米米米国国国外外外のののデデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ一一一覧覧覧表表表

デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理店店店 国国国名名名 電電電話話話番番番号号号 デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理
店店店

国国国名名名 電電電話話話番番番号号号

Agrolanc Kft ハンガリー 36 27 539 640 Maquiver S.A. コロンビア 57 1 236 4079
Balama Prima Engineering Equip. 香港 852 2155 2163 丸山製作所株式会社 日本 81 3 3252 2285
B-Ray Corporation 韓国 82 32 551 2076 Mountfield a.s. チェコ共和国 420 255 704

220
Casco Sales Company プエルトリコ 787 788 8383 Mountfield a.s. スロバキア 420 255 704

220
Ceres S.A. コスタリカ 506 239 1138 Munditol S.A. アルゼンチン 54 11 4 821

9999
CSSC Turf Equipment (pvt) Ltd. スリランカ 94 11 2746100 Norma Garden ロシア 7 495 411 61 20
Cyril Johnston & Co. 北アイルランド 44 2890 813 121 Oslinger Turf Equipment SA エクアドル 593 4 239 6970
Cyril Johnston & Co. アイルランド共和国 44 2890 813 121 Oy Hako Ground and Garden

Ab
フィンランド 358 987 00733

Equiver メキシコ 52 55 539 95444 Parkland Products Ltd. ニュージーラン
ド

64 3 34 93760

Femco S.A. グアテマラ 502 442 3277 Perfetto ポーランド 48 61 8 208 416
ForGarder OU エストニア 372 384 6060 Pratoverde SRL. イタリア 39 049 9128

128
ゴルフ場用品株式会社 日本 81 726 325 861 Prochaska & Cie オーストリア 43 1 278 5100
Geomechaniki of Athens ギリシャ 30 10 935 0054 RT Cohen 2004 Ltd. イスラエル 972 986 17979
Golf international Turizm トルコ 90 216 336 5993 Riversa スペイン 34 9 52 83 7500
Guandong Golden Star 中国 86 20 876 51338 Lely Turfcare デンマーク 45 66 109 200
Hako Ground and Garden スウェーデン 46 35 10 0000 Solvert S.A.S. フランス 33 1 30 81 77

00
Hako Ground and Garden ノルウェイ 47 22 90 7760 Spypros Stavrinides Limited キプロス 357 22 434131
Hayter Limited (U.K.) 英国 44 1279 723 444 Surge Systems India Limited インド 91 1 292299901
Hydroturf Int. Co Dubai アラブ首長国連邦 97 14 347 9479 T-Markt Logistics Ltd. ハンガリー 36 26 525 500
Hydroturf Egypt LLC エジプト 202 519 4308 Toro Australia オーストラリア 61 3 9580 7355
Irrimac ポルトガル 351 21 238 8260 トロ・ヨーロッパNV ベルギー 32 14 562 960
Irrigation Products Int'l Pvt Ltd. インド 0091 44 2449

4387
Valtech モロッコ 212 5 3766

3636
Jean Heybroek b.v. オランダ 31 30 639 4611 Victus Emak ポーランド 48 61 823 8369

欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニートロは、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したこ
とになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を
利用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネス・パートナーに情報を開示する場
合があります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求めら
れた場合には、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間法律によって保存期間が決められて
いる場合などにわたって情報の保管を行います。

弊社はあなたの個人情報の流出を防ぎます
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報やその訂正のためのアクセス
登録されているご自分の情報をご覧になりたい場合には、以下にご連絡ください legal@toro.com.

オオオーーーススストトトラララリリリアアアにににおおおけけけるるる消消消費費費者者者保保保護護護法法法にににつつついいいててて

オーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意しております。
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Toro 一一一般般般業業業務務務用用用機機機器器器ののの品品品質質質保保保証証証

年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥
に対して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点
までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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